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序 言

平泉町に所在する柳之御所遺跡は、 12世紀北方の王者としてかの地で繁栄を誇った奥
朴I藤原氏の遺した遺跡であり、 古から先人先学がこの地を訪れ往時の栄華に思いを馳せ
た地であります。

本遺跡は一級河川北上川上流改修一関遊水地事業及び国道4号改修平泉バイパス建設
にともない、 昭和63年より偶オ）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー、 平泉町教育委
員会により事業予定地内の緊急発掘調査が実施されました。 調査の進行にともない、 大
規模な掘立柱建物跡 ・ 園池跡 •井戸跡・塀跡が発見され、 また移しい量のかわらけ ・ 墨
画資料・各種木製品など質量ともに内容豊かな遺物が出土しました。 これらの遺構・遺
物は、 12世紀後半、 特に奥州藤原氏三代秀衡との関連が強く、 本遺跡が『吾妻鏡』にみ
られる『平泉館』であるとの考えも多くの歴史家から指摘されているところであります。

このような経過のなかで、 遺跡保存と治水事業の共存を図るという埋蔵文化財に対す
る建設省のひとかたならぬご理解により、 平成5年には永久に保存されることとなりま
した。 また、 平成 9 年 3 月には『柳之御所遺跡』として国の史跡に指定され、 古代末か
ら中世への日本歴史の転換期の様相を遺す重要な遺跡として周知されました。

本遺跡が国民共有の貴重な財産であるとの認識から、 この遺跡を後世に伝えるととも
に広く活用されることを願い、 将来的には史跡公園として整備し、 平泉文化を全国に発
信してまいりたいと考え、 平成 10年度より、 本格的な発掘調査を実施しているところで
あります。

本年度は、 第1次3ヵ年計画の2年次に相当し白磁四耳壺や銅印など、 あらためて柳
之御所遺跡の重要性を再認識させる遺物の発見もありました。 特に「 12世紀」と時代の
特定できる印の出土は本邦初であり、 我が国の印章史の空白期を埋める大変貴重な資料
になるとともに、 地名の特定も含め今後の奥州藤原氏研究に一石を投ずるものと思われ
ます。

本報告書は、 平成 11年度第50次調査発掘成果をまとめたものであり、 本書がいかばか
りなりとも文化財保護と考古学研究発展の一助となれば幸いと存じます。

調査の実施と報告書作成にあたり、 こ指導こ‘援助賜りました、 柳之御所遺跡調査研究
指導委員会の諸先生方、 文化庁記念物課、（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー、
平泉町教育委員会をはじめ建設省東北建設局岩手工事事務所等関係各位の皆様に深く感

謝申し上げます。

平成 12年 3 月

岩手県教育委員会
教育長 大隅 英喜
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例 ロ

1 本書は、 岩手県教育委員会が平成11年度に実施した柳之御所遺跡整備調査事業に係る調査結果の概要報

告である。 本事業は文化庁の国庫補助金の交付を受けて実施したものである。

2 本事業は、 岩手県教育委員会事務局文化課が主体となり（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー の協

力を得て実施した。

岩手県教育委員会文化課

文 化 課 長 伊藤 学司

主幹兼課 長補佐 高橋 信雄

主任 文 化 財 主査 佐々木 勝—� 

文 化 財 主 査 斎藤 邦雄（担当）

闘岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー

所 長 佐藤 基

調 査 第 一 課 長 小田野哲憲

文 化 財専門調 査員 羽柴 直人（担当）

野外調査、 室内整理は主に斎藤邦雄と羽柴直人が担当し、 本書の編集も両名で行った。 室内整理作業では、

小野寺公子、 庄子とし子、 矢崎木綿子、 丸山聡子、 大内智弘、 吉田泰代、 山田実の協力を得た。

3 遺構の呼称は昭和63年度に閲岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー が実施した調査時の方法に準拠

し、 下記の略称を使用した。 遺構名の記載については遺構略号の前に調査次数を付してある。 なお、 複数年

次にわたる調査で明らかに同一 と認定される遺構については当初の調査時の遺構名を継続して使用した。

SA: 塀．柱列 SB: 掘立柱建物 SC: 道路状遺構 SD: 溝・堀 SE: 井戸•井戸状遺構

SG: 園池 SK: 土坑．柱穴の一部 sx: その他 S I :竪穴住居pp:柱穴

例：5 0S B 1 第5 0次調査の第1号掘立柱建物跡

4 図版、 写真図版、 遺物観察表中の遺物番号は共通である。 遺物の実測図については一部を除いて1/3を

基本にしておりスケ ー ルを図中に示した。 遺構遺物写真については縮尺は不定である。

5 調査成果の一部については、 柳之御所遺跡調査研究指導委員会、 岩手考古学会等で公表してきたが、 本書

の内容が優先するものである。

6 第V章「岩手県平泉町柳之御所遺跡出’ 土銅印」については、 国立歴史民俗博物館の平川南氏に御寄稿を頂

しヽた。

7 遺構の埋土観察、 遺物の色調観察は、 『新版標準土色帖』を参考にした。

8 後述する「柳之御所遺跡調査研究指導委員会」の委員の方々をはじめとして、 下記の方々 ・ 機関のご協力

を得た。（順不同：敬称略）

国立歴史民俗博物館 閲岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー 岩手県立博物館 平泉町教育委員会

平泉町文化財センタ ー 柳之御所資料館 福島大学 闘水沢市埋蔵文化財調査センタ ー 鎌倉考古学研究所

平川南 永嶋正春 玉井哲雄 黒崎直 小泉和子 大石直正 岡田清ー 前川佳代 菅野文夫 橋口定志

菅野成寛 大平聡 伊藤 博幸 本沢慎輔 及川司 八重樫忠郎 菅原計二 鈴木江利子 金丸義一

9 本事業に係る調査で得られた諸記録及び出土遺物は、 岩手県教育委員会が保管している。 今回の報告に関

する総括的な報告は、 本事業の第1次3ヵ年計画が終了した時点で行う予定である。
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第1章 はじめに

l. 調査経過

柳之御所遺跡の発掘調査は、 藤島亥治郎 東京大学名誉教授 ・ 故板橋源岩手大学名誉教授らから構成される

平泉遺跡調査会によって、 昭和44年度から開始され昭和47年度に間に都合10次の調査が行われた。 しかし、

調査範囲が小規模であったこと、 建物跡検出をその主目的としていたため遺跡全体の構造究明には限界があ

った。 さらに昭和57~59年度には、 一級河 川北上川上流改修ー 関遊水地事業及ぴ国道4 号改修平泉バイパ

ス建設にともなう事前の範囲確認調査が平泉町教育委員会によって実施され、 建物跡や堀跡の一部が検出さ

れた。

昭和63 年度から建設省の委託を受け開始された北上川上流改修ー 関遊水地事業及び国道4 号改修平泉バ

イパス建設計画に係る事前の緊急発掘調査が⑰岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー と平泉町教育委員

会により実施された。 その結果、 大規模な堀に囲まれた建物群 ・ 園池 跡 ・ 井戸跡や堀の外側に広がる区画溝

をもつ建物群、 さらにおびただしい量のかわらけ ・ 国産陶磁器や中国産磁器の優品 ・ 多様な木製品や金属製

品などの出土品は、 研究者のみならず多くの人達の注目を集めた。 遺跡の年代も、 出土遺物などから平安時

代末期12 世紀第3四半期を中心とする時期で、 藤原秀衡を中心とした奥州平泉文化最盛期に営まれたこと

が明らかとなった。

このような経過のなかで、 岩手県教育委員会では文化庁の指導を受けて遺跡の範囲 ・ 中心地域推定の資料

を得るため平成4 · 5 年度にわたり範囲確認調査を実施した。 これらの緊急調査の発掘成果と範囲確認調査

の結果を踏まえ 、 「 平泉遺跡群発掘調査指導委員会」は、 平成5 年度に開催された委員会で柳之御所跡が

r吾妻鏡』の記述にある「平泉館』との見解を示すとともに保存が必要との意見を出した。 平成5 年に、 建

設省では遺跡保存と治水事業の両立 という観点から事業計画の変更を行い遺跡を保存するという英断を下し

た。 さらに、 平泉町は国に対して史跡指定を申請し、 これを受けて国の文化財保護審議委員会は平成7 年に

文部大臣に史跡指定の答申を行ない、 平成9 年には国指定史跡 r 柳之御所遺跡jとして官報告示された。

平成10年度から、 岩手県教育委員会では現地平泉町に柳之御所遺跡調査事務所を開設し史跡整備のため

の資料を得る目的から本格的な調査を継続的に実施している。

2本年度の調査について

(l)柳之御所遺跡調査研究指導委員会

当教育委員会では、 柳之御所遺跡調査研究指導委員会の指導にもとづいて、 柳之御所遺跡の発掘調査と調

査研究、 史跡整備等を計画的・ 継続的に実施している。

① 平成11年度第1回柳之御所遺跡調査研究指導委員会

平成11年5 月10日（月） 岩手県水産会館

・柳之御所遺跡第50次発掘調査計画について

•平泉遺跡群関連発掘調査計画について

② 平成11年度第2 回柳之御所遺跡調査研究指導委員会

平成11年10月7 日（木） 平泉町役場 柳之御所遺跡発掘調査現場平泉遺跡群発掘調査現場
・ 柳之御所遺跡第50次発掘調査成果について

•平泉遺跡群関連発掘調査成果について
・ 現場視察～柳之御所遺跡（文化課） 志羅山遺跡（平泉町教育委員会）

泉屋遺跡（閲岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー ）

― - 9 -



柳之御所遺跡調査研究指導委員会

氏 名 役 職 専 門 分 野 備 考

入間田宣夫 東北大学東北アジア研究センタ ー 教授 古代・中世史

牛川 善幸 長岡造形大学教授 造園学

岡田 茂弘 東北歴史博物館館長 考古学（古代）

小野 正敏 国立歴史民俗博物館助教授 考古学（陶磁器）

河原 純之 千葉大学教授 考古学（中世） 委員長

工藤 雅樹 福島大学教授 考古学・古代史 副委員長

斉藤 利男 弘前大学教授 中世史学

佐藤 信 東京大学教授 古代史学

田辺 征夫 奈良国立 文化財研究所平城宮跡発掘調査部長 考古学（歴史）

村田 健一 奈良国立 文化財研究所建造物研究室主任研究官 古代建築 平成11年度就任

(2)調査の目的と調査の方法

平成11年度は柳之御所遺跡発掘調査第1 次3ヵ年計画の2 年次にあたり、 堀 内部地区の中心建物群の東

側～北東側の地区を主要な発掘調査対象区として実施することにした。 具体的には闘岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財センタ ー が平成元年に行った第23次調査区と隣接した場所であり、 また当教育委員会文化課が

平成4 年、 平成5年に行った第37次•第42次の範囲内容確認調査の調査区と重複する部分である。 今次調

査は以下を主要な課題として行った。

① 池 跡及び中心建物群を囲む23S A 1塀跡の追跡。

② 4 間9 間の南北棟の東側の状況及び建物群の伸長。

③ 42S D 1大溝とされていた遺構の時期及び伸展状況の追跡。

④ 37次．4 2次の内容確認調査の時期に確認されていた溝．塀類の時期及び伸展状況の把握。

発掘調査にあたって昭和63年度にし財） 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー が行った緊急調査時に設

定したグリッドに従った。 グリッドの呼称についても同様である。 調査が今後も継続されることから再度基

準点の設置を行った（基準点 1 X座標：一 111,970.000 Y座標：25,030.000 グリッド杭70-70)。 基本

的には遺構の内容把握を主目的にしており、 遺構の所属時期の確定・遺構の性格等を把握することであり、
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検出したすべ てについて最 終 的な段階 まで精 査を行っておらず 必要最低 限 の段階 で調査を終了 しているもの

もある。 なお、 半戟 あるいは完 掘した遺構については砂 で埋め戻 し、 さらに砂 と士 で遺構面 を覆 い可能 なか

ぎ り旧 状に復 旧 し保存を計 っている。

(3)調査要項

柳 之 御 所 遺 跡 発 掘 調 査 年 次 経 過

年 次 調査次数 調 査 面 積 調 査 期 問 予算 （千 円 ） 備 考

第 平成10年度 第 4 9 次 5 0 0 m2 5月 15日 ～10月3 1日 18 , 2 1 1  国庫補助

次 平成11 年度 第5 0 次 1 ,8 0 0m' 5月 13 日 ～10月3 1日 3 2 ,2 3 6  国庫補助

計

画 平成12 年度 第 52 次 2 , 5 0 0m' 5 月上旬 調査開始

第 平成13 年度 3 ,  1 0 0 m' 

次 平成14 年度 3 , 1 0 0m2 

計

画 平成15年度 3 ,1 0 0m' 

※ 平成11 年度までは実績 、 12 年度以降 は予 定

柳 之 御 所 遺 跡 発 掘 調 査 年 次 別 調 査 概 要

年 次 調査次数 調 査 成 果（ 調 査予 定 ） 概 要

第

次

3

カ

年

計

画

平成10年度 I 第 49 次 I . 堀 内 部地区 の中心建物群、 特 に最 大建物である南北 棟4 間9 間

42 S B 1 (2 8 S B 4 と一部重複） の東側地区 の解明。
· 23 次調査次の2 3 S B 2  建物跡の延長確 認。

· 23 S  A 3  柱列 跡、 23 S A l  塀跡の延長確 認。

· 4 8 S B 1 建物跡の延長確 認と所属時期の検討。

•北 上川に向 かい形成されている小規模谷 地形の解明。

平成11年度 第 5 0 次 • 池 跡及 び中心建物群を囲む23 S A l 塀跡の追跡。

·4 間9 間の南北 棟の東側の状況及 び建物群の伸長。

· 42 S D  1大溝とされていた遺構の時期及 び伸展状況 の追跡。

· 3 7次、 42 次の内 容確 認調査の時期に確 認されていた溝·塀類

の時期及 び伸展状況 の把握。

-1 1 -



年 次 調査次数 調 査 成果 （ 調 査予 定 ） 概要

第
平成1 2 年度 第 52 次 • 堀 内部 地区 、 中心建物群の西 側及び北西 側地域 の解明 。

・祭祀 遺構周 辺 域 の解明 。
次

・無 量光院 との対峙 地域 の解明 。
力 ・堀 外部 地区 から延 長すると推定される道路遺構の解明 。年
計
画

平 成13年度 ・未 調査区 域 であり、 中心建物群の北 側地区 の解明 。

•中心建物群を囲むと推定される塀跡の検出。

・堀 外部 地区 から延 長すると推定される道路遺構の解明 。

第

平成14 年度 ・未 調査区 域 であり、 中心建物群の北側 地区 の解明 。
次 • 中心建物群を囲むと推定される塀跡の検出。

3 ・堀 外部 地区 から延 長すると推定される道路遺構の解明 。

力 ・現存する微高 地状の高 まりの性格把握。

年 • 北 上川縁 地域 の状況把握。

計

画 平成15年度 ・未 調査区 域 であり、 中心建物群の北 側地区 の解明 。

・ 中心建物群を囲むと推定される塀跡の検出。

•堀 外部 地区 から延 長すると推定される道路遺構の解明 。

・現存する微高 地状の高 まりの性 格把握。

•北 上川縁 地域 の状況把握。

・堀 外部 地区 との連絡 施設（道路・橋 等） の確 認。
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第II章 検 出 遺構

5 0次調査 では、 建物、 井戸、 かわらけ集中、 土 坑、 溝、 塀の遺構が検出された。 名称を付し図示した遺

構の他 に、 検出したが未 調査のため、 名称を付してい ない 遺構も存在 する。 検出した遺構は12 世紀のもの、

近 世のもの、 また時期 不明のものがある。 近 代以降 のものは 「撹乱」 として扱 った。

12 世紀の遺構は塀、 建物などの重複から3 時期 の変遷 に分類できる。 古い 順 からI 期→ II 期→ III 期 とす

る。 III 期 の遺構は新段階 と古段階 の2 つに分けられる。 それぞ れ皿期新、 皿期古 と称する。 新 、 古どち らに

所属するか分からない もの、 両方 にまたがってい ると判断される遺構は単 に 皿期 と称する。

近 世の遺構は主に「平 泉御蔵場」 に関連 する遺構と考え られる。 御蔵場とは年貢米、 買米 を集積 、 出荷 す

る施設である。

1 . 建物

28 棟を図示した。 他 に柱列 を8 条 図示してい る。 い ず れも掘立柱建物である。
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PP87 1 1  4 25 986 
PP90 25 2 26 0 1 0  
PP94 14 6 26 030 

pp 1 09 98 25 990 
PP ! 1 1  24 8 25 847 

PP109 

e 斎 ◎PP668 ロ

匹 邸砧 PP116 

50 S B 3 

PP124 

◎PP50 0PP52 0 

0 0 PP130 

PP51 - PP53 

OPP57
0

PP59
0

印137

5m 

番号 深さ 1cm) 底面の目n!ml
pp 1 24 1 7  7 25 928 
pp 1 30 96 25 976 
PP 1 37 24 5 25 850 
PP545 7 7 26 225 
PP546 1 5  8 26 1 72 
PP668 26 0 25 850 
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1 2世紀の所属 と 推測 さ れ る 掘立柱建物 は 1 2棟 あ る 。 柱穴や塀な ど の切 り 合 い 関係 、 建物の軸方 向 か ら そ

れぞれの所属時期 を 推測す る 。

こ れ ら の建物 は プ ラ ンが重複す る が、 直接柱穴 ど う し が切合い 関係があ る も の は少 な い。 直接切 り 合い が

あ る の は、 50 S B 3 （新） と 50 S B 6 （古） 、 50 S B 7 （新） と 50 S B 1 0 （古） で あ る 。 こ の前後関係 は

確実な も ので あ る が、 他の時期想定 に は推測 も 混 じ る 。

1 2世紀 I 期 ・ ・ ・ ． 50 S B 6 50 S B 1 0  50 S B 1 9  

1 2世紀 II 期 ・ ・ ・ • 50 S B 5 50 S B 8 50 S B 9 

1 2世紀 皿期古 ． ． ． 50 S B 4 50 S B 1 7 

1 2世紀 皿期新 ・ ・ • 50 S B 3 50 S B 1 6  

1 2世紀 皿期 ・ ・ ・ • 50 S B 7 50 S B 1 8  ( III 期だが古、 新 ど ち ら の所属か不明）
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近世に所属する建物は5 0S B l 、 5 0S B 2 、 5 0S B l 4 、 5 0S B  15 、 5 0S B  1 1、 5 0S B  1 2、 50S B 

13が ある。 これらは「平泉御蔵場」 の建物と 推測される。 5 0S B 1 、 5 0S B 2 、 50S B 14 、 5 0S B 15 の

4 棟が 土蔵、 5 0S B  11、 50S B 12 、 50S B  1 3の3 棟が米俵 を仮 置きする壁 の無 い「吹 屋」 と 推測される。

5 0S B 1 は布 掘を持 つ掘立柱建物である。 5 0S B 2 、 5 0S B 1 4 、 5 0S B  15 は半間おきに柱を配 する建物

である。 5 0S B 1 は2 間半X l O 間のプラン で、 他 の3棟は全 体が検出 されていないが5 0S B 1 とほ ぼ同 規

模の建物と推測される。 この土蔵4 棟は全部が同 時存在 ではなく時間差 を置いて建っ ていた可能性が高 い。

5 0S B 14と 5 0S B  15は重複関係にあるが 、 50S B  15が新 しい。 吹 屋の5 0S B  11 、 50S B  12 、 50S B 

1 3の3 棟はプ ラ ンが 重複しており同 時存在 ではない。 5 0S B  11 と50S B  12には柱穴の切 り合いが あり、

50 S B  11 （新 ） 、 5 0S B 12 （ 古） の関係が わかる。 これらの御蔵場関係の建物は17世紀末～19世 紀初めの

時代に納 まるものと推測される。

時期不詳 の建物は、 5 0S B  20~50 S B  28が ある。 柱穴を掘り下げ た調査をおこなっ ておらず 時期特 定が

難 しい。 12世紀か近世の所属の可能性が高 い。 5 0S B 20は柱間寸法が 長く、 総柱の建物であり古代の所属

の可能性 もある。 これらの建物の性 格、 年代の把握には今後の検討 を要する。

8 条 の柱列 も所属時期は不詳 である。
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2 . 井戸状遺構

井戸 状遺構は3基を調査した。 3 7S E 2 (3 7次調査の際 にす でに名称が付されている） は1 2世紀皿期新

の所属 と推定される。 かわらけ、 部材 などが出 土した。 検出面 で井戸本 体の外周 を環 状に囲むよ うに粘 土が

貼 られていた（ 土層 断面 4 層 ） 。 この用途 、 意味 は現在 のところ 判 断しかね る。

50S E 2 は深 さがl m あまりで「井戸状」 の名称は不適切 であるが、 煩雑 をさけるため調査時に付けた

名称のままにしている。 12 世紀の遺構であるが、 期の所属 は不明である。

50S E 3は塀との位 置関係から1 2世紀 1 期 の所属 と推定される。 しかし直接の遺構の切合い関係はない

ので確定ではない。 この井戸からは多 量の遺物が出 土した。 堆積 状況は下部の4 、 5層 が人為 的に一 時に埋

められた層 、 なかば の3層 が多くの遺物を含 む有機質 分の多 い土の層 、 上部の1 、 2 層 は3層 とはやや時間

差 を置いて堆積 した層 と読 み取 れる。 3層 はa ~g の7 つに分層 しているが、 間層 として入 る筋 状の粘土層

や混入 物の違 いによ り分けたも のである。 やや時間をかけて人為 と自 然 の両方 が介在 して生 成された層 と考

え られる。
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37 S E 2 
1 lOY R 2 / 3 黒 褐 色 シ ル ト 粘 性 な し 砂 を 多 呈 に 含 む

炭 化 物 2 % 、 か わ ら け 細 片 を 少 量 含 む 下 部 に 人 頭 大 ～ こ ぶ
し 大 の 円 礫 を 含 む

2 a lOY R 3 / 3 暗 褐 色 シ ル ト 粘 性 大 炭 化 物 3 % か わ ら
け を 多 量 に 含 む 半 頭 大 ～ こ ぶ し 大 の 礫 を 含 む

2 b 基 本 的 に は 2 a 層 と 同 じ 砂 を ほ と ん ど 含 ま な い 炭 化 物 2
％ 

3 a lOY R 7 / 6 明 黄 褐 色 粘 土 が 主 体 か わ ら け 微 量 に 含 む
暗 褐 色 土 を 斑 状 に 含 む し ま り 大 炭 化 物 1 %

3 b 基 本 的 に は 3 a 層 と 同 じ 浅 黄 橙 色 粘 土 が 卓 越 炭 化 物 1 %
3 C ほ と ん ど 3 a と 同 じ
3 d 明 黄 褐 色 粘 土 と 暗 褐 色 粘 土 の 涅 土 粘 性 、 し ま り 大
4 lOY R 8 / 4 浅 黄 橙 色 粘 土 し ま り 大 非 常 に 硬 い 円 屎

状 に め ぐ る 意 識 的 に 埋 め て い る 。
5 3 b 層 に 類 似 一 部 グ ラ イ 化 し て い る 部 材 を 含 む
6 lOY R 8 / 4 浅 黄 橙 色 粘 土 主 体 に 暗 褐 色 土 が 若 千 混 じ る 拳

大 の 亜 円 礫 を 多 鼠 に 含 む
7 基 本 的 に は 5 層 に 類 似 す る 暗 褐 色 土 を 2 ％ 含 む
8 礫恩 半 頭 大 ～ 拳 大 の 礫 が び っ し り つ ま る
9 lOY R 7 / 2 オ リ ー プ 灰 色 グ ラ イ 化 し た 粘 土 層
10 lOY R 7 / 2 オ リ ー プ 灰 色 埋 め も ど し た 砂 層
11 lOY R 7 / 2 オ リ ー プ 灰 色 粘 土 混 じ り の 砂 層 （ 砂 が 卓 越

す る ）

SO S E 2 
令知

か わ ら け 集 中 ( 50 S E 1 )  
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盲----------L--.. - - '  

5 0 S  E 1 
1 10Y R 6 / 4 に ぶ い 黄 橙 色 土 と lOY R 3 / 3 暗 褐 色 が ま だ ら

に 混 合 し ま り か な り あ り か わ ら け を 多 塁 に 含 む

2m 

_A-- - - ---- -
三，｝

I 
I 
I 
I 
I 
I 

I 

A A 

命

ヽ代ぃ
と

f
合

B 
50S E 2 
1 10Y R 3 / l 黒 褐 色 土 7 . 5 Y R 6 / 8 橙 色 の 砂 が 縞 状 に 混

入 炭 化 物 少 塁 混 入 追 物 の 出 土 ほ と ん ど な し
2 lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ．

7 . 5Y R 6 / 8 橙 色 の 砂 、 炭 化 物 プ ロ ッ ク 状 に 多 鼠 混 入 遺
物 の 出 土 ほ と ん ど な し

3 lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 、 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム
縞 状 に 混 入 遣物 の 出 土 ほ と ん ど な し

4 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に
多 量 混 入 遺 物 の 出 土 ほ と ん ど な し

5 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 ま だ ら に
少 旦混 入 迫 物 の 出 土 ほ と ん ど な し

6 lOY R 5 / 1 褐 色 土 遺 物 の 出 土 な し
7 lOY R 5 / 2 灰 褐 色 砂 屈 迫 物 の 出 土 な し
8 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lOY R 5 / 1 褐 灰 色 土 、

lOY R 5 / 2 灰 褐 色 砂 多 嚢 に 混 入 遠 物 の 出 土 な し

第 l 3 図 3 7 S E 2 、 か わ ら け 集 中 ( 5 0 S E l ) 、 5 0 S E 2
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50 S E 3 
幸出

●●日冨●出土レベル

A ↑ 

O
D
 

2m 

A
 

韮6Sの北 I m

I m  

3 7 S E 2 遺物 出 土 レ ベ ル

5 0 S  E 3 
1 lOY R 4 / 2 灰 黄 褐 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ

ク 上 部 に 少 g 混 入 礫 、 砂 南 側 に 少 屈 混 入 迫 物 の 出 土 ほ と
ん ど な し

2 lOY R 4 / 2 灰 黄 褐 色 土 礫 多 旦 混 入 迫 物 の 出 土 ほ と ん
ど な し

3 a 7 . 5 Y 2 / l 黒 色 土 炭 化 物 粒 多 塁混 入 図 全 体 に 酸 化 鉄 分
が 染 み て い る

3 b 7 .  5 Y  2 / 1 黒 色 土 炭 化 物 粒 、 木 片 、 か わ ら け 片 多 只 混 入
有 機 質 分 が 多 い 士 で あ る 。

3 c  1 0 G Y 7 / 1 明 緑 灰 色 粘 土 府 7. 5Y 2 / 1 黒 色 土 少 屈 混 入
ら に 多 蘇 混 入 ! O Y  R 2 / 1 黒 色 土 ま だ ら に 少 屈 混 入

3 d 7 . 5Y 2 / 1 黒 色 土 炭 化 物 粒 、 木 片 、 か わ ら け 片 多 屈混 入
有 機 質 分 が 多 い 士 で あ る ． （ 3  b 屈 と 同 じ ）

3 e  7 . 5 Y 2 / l 黒 色 土 lOG Y 7 / 1 明 緑 灰 色 粘 土 縞状 に 多 iil:
混 入 有 機 質 分 が 多 い 土 で あ る ．

3 f lOG Y 7 / 1 明 緑 灰 色 粘 土 11'1 7. 5Y 2 / 1 黒 色 土 縞 状 に 多 lil
混 入

3 g  N 3 ／ 暗 灰 色 土 有 機 質 分 多 母 混 入 木 片 ． か わ ら け な ど 追
物 を 多 只 に 含 む

4 10 G Y 7 / l 明 緑 灰 色 粘 土 1/;l 2. 5 G Y 5 / l オ リ ー プ 灰 色 土
ま だ ら に 多 鼠 混 入 迫 物 の 出 土 は非 常 に 少 な い

5 lOG Y 7 / 1 明 緑 灰 色 粘 土 肘 砂 を 多 塁 に 混 入 迫 物 の 出
土 は ほ と ん ど な い

第 1 4 図 5 0 S E 3

かわらけ集中(508E l )遺物出土レベル

N o  囮巖香号 枇土レペル1ml そ の 他 N o  掲巖番号 曲土レペル1ml そ の 他 N o  閲巖番号 出士レペル1ml そ の 他
No l 4092 24 867 加工材 レベルは 凪 も 低い位置 No l 1 07 26 237 か わ ら け

No2 70 23 949 かわ ら け No2 7093 24 75 1 加工材 レペルは最 も 低い位四 No2 1 08 26 2 1 0  か わ ら け
No3 77  23 892 かわ ら け No3 4094 24 480 加工材 レベルは最 も 低い位骰 No3 94 95 26 230 か わ ら け
No4 68 24 005 かわ ら け No4 4096 23 969 加工材 レベルは最 も 低い位罰 No4 1 09 26 1 94 かわ ら け
No5 75 24 044 かわ ら け No5 4097 24 425 加工材 レペルは最 も 低い位肌 No5 I I  0 26 229 かわ ら け
No6 76 23 908 かわ ら け No6 4098 23 955 加工材 レペルは最 も 低い位四 No6 I l l  26 250 かわ ら け
No7 63 23 905 かわ ら け No7 4095 23 845 加工材 レペルは最 も 低い位訊 No7 1 1 2 26 244 かわ ら け
No8 85 23 904 かわ ら け No8 1 13 1 1 4  2 6  266 かわ ら け
No9 65 23 897 かわ ら け No9 96.115.116 26 278 かわ ら け

No ! O  78 23 9 1 8  かわ ら け No l O  1 1 7 26 269 かわ ら け
No l I 67 23 92 1 かわ ら け Nol I 1 1 8 26 252 かわ ら け
No l 2  409 1 23 869 木製品 No l 2  97 1 19 26 244 かわ ら け
No l 3  69 23 9 1 7  かわ ら け No l 3  26 208 98 99 100 IOI 102 120 12 1//)一括
No l 4  77  23 872 かわ ら け No l 4  103.106. 122 26 243 かわ ら け
No l 5  92 23 842 かわ ら け No l 5  1 04 26 232 かわ ら け
No l 6  7 1  23 85 1 かわ ら け No ! 6  1 23 26 225 かわ ら け

No l 7 1 24 26 223 かわ ら け
No l 8  1 2 5  26 1 92 か わ ら け
No l 9  1 05 26 224 かわ ら け

- 2 6-



5 0 S E 3 遺 物 出 土 レ ベ ル
N o  掲囁番号 副土レベル1ml そ の 他 N o  閲載番号 枇土レペル1ml そ の 他 N o  隕播号 批tvペル1ml そ の 他
P l  56 25 075 かわ ら け P2 1 49 24 1 1 5 かわ ら け 2 枚重 な っ て い た 木 5 4057 24 535 木 製 品
P2 2008 25 1 9 1  2008 と 同一個体片 P22 2 24 1 44 かわ ら け 木6 4025 24 5 1 7  木 製 品
P3 37 25 1 66 かわ ら け P23 1 7  24 2 1 6  かわ ら け 木7 4003 24 260 木 製 品
P4 6 1  2 5  1 26 かわ ら け P24 3 24 2 1 1  かわ ら け 木8 40 1 4  24 2 1 9  木 製 品
P5 5 25 1 27 かわ ら け P25 24 227 壁土 実測図掲載な し 木9 40 1 0  24 238 木 製 品
P6 47 25 06 1 かわ ら け P26 35 45 24 000 かわ ら け 木 ］ 0 4002 24 280 木 製 品
P7 48 25 033 かわ ら け P27 25 23 995 か わ ら け 木 I I 4027 24 405 木 製 品
P8 54 24 977 かわ ら け P28 I 24.320 か わ ら け 木 ］ 2 407 1 24 435 木 製 品
pg 62 25 075 かわ ら け P29 1 8  24 470 か わ ら け 木 1 3 400 1 24 525 木 製 品

P I O  46 24 688 かわ ら け P30 I O  24 535 か わ ら け 木 1 4 4033 24 640 木 製 品
P l  1 8 24 779 かわ ら け P3 1 27 24 820 か わ ら け 木 1 5 4009 24 585 木 製 品
P l 2  22 25 23 1 かわ ら け P32 5 1  24 280 かわ ら け 木 1 6 4004 24 270 木 製 品
P l 3  44 24 763 かわ ら け P33 26 24 342 かわ ら け 木 1 7 403 1 24 350 木 製 品
P 1 4  34 24 763 かわ ら け P34 I I  24 359 かわ ら け 木 1 8 4084 24 036 木 製 品
P l 5  28 25 1 25 かわ ら け P35 7 24 004 かわ ら け 木 1 9 4048 24 986 扱拐木片
P l 6  6 25 0 1 9  かわ ら け P36 36 24 036 かわ ら け 木20 4043 24 898 挺杏木片
P 1 7  32 25 052 かわ ら け 木 ］ 4074 24 705 木 製 品 木2 1 4042 24 799 梃害木片
P I 8  2007 24 696 白 磁llil 木2 4078 24 7 1 2  木 製 品 木22 404 1 24 832 母杏木片
P l 9  24 24 445 かわ ら け 木3 4032 24 782 木 製 品 2008 25 1 85 白 磁四耳壺
P20 55 24 1 99 かわ ら け 木4 4079 24.528 木 製 品 50 1 3  24 625 印章

3 . かわ ら け集中

当初、 直径約 l m の円 内に多 数のかわらけが分布 するプラン を検出し、 それを井戸状遺構と考え 「50 S E 
1」 の名称を付した。 しかしそれを掘り下 げ たとこ ろ 、 すぐに底面 に達し井戸状遺構ではなく、 かわらけが

集中した遺構と判断した。 煩雑 を避 けるため遺構名は調査時のままにしている。 かわらけはロ ク ロ かわらけ

50 S K 1 

A "-=苔．500,

に
B

5 0 S  K 1 
1 lOY R 2 / 3 黒 褐 色 シ ル ト と lOY R 7 / 4 黄 橙色 ロ ー ム の 混

土 ロ ー ム が 卓 越 か わ ら け 細 片 が 5 % 、 炭 化 物 が 2 ％ 混 入
2 1 層 に 類似 、 か わ ら け 片 は含 ま な い
3 1 雇 に 類 似 黒褐 色 シ ル ト が 卓 越

令-67

A
 

50 S K 3 5 0 S  K 2 
1 7. 5Y R 3 / 2 黒 褐 色 土 し ま り な し

Al
 

古岱

A 1..=岱．soo,

告知

SO S K 2 

A-

- B 

50S K 3 
1 10Y R 4 / l 褐 灰 色 土 lOY R 8 / 3 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク

多 量 混 入 炭 化 物 粒 多 呈混 入 か わ ら け 片 少 量 混 入
2 lOY R 4 / 1 褐 灰 色土 炭 化 物 粒 多 嚢 混 入

※ 1  ̀ 2 庖 と も 人 為 的 な 堆積 と 思 わ れ る

--B 

2m 

第 l 5 図 5 0 S K 1 - 3
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のみである。 3 3点 を図示した。 かわらけの出土状況に意図的な配 列 などは読 み取 れなかった。 このかわら

け集中は50S B 5 の柱穴よりも古い。

4 土坑

50 S K 1 、 50S K 2 、 50S K 3の3基を調査した。 いず れも12世紀の所属と 考え られるが、 用途 、 性格

は不 明である。

5 . 塀

50 S A 1 ~ 50S A 13 の13条 を検出した。 平面 の形態 は付図（遺構配 置図） を参照 していただきたい 。

50S A 3 、 50S A 4 、 50S A 9 、 50S A  11 は時期不詳 で、 他 は1 2世紀の遺構と 考え られる。 各塀の所属

時期は以下のように推測する。

1 2世紀 I 期 ・・・•50 S A 2 50 S A 13 軸 方向 N - 1 7° 
-E 

1 2世紀 I1 期 ・・·· 5 0  S A 5 50 S A 7 軸 方向 N - 3
° - E 

1 2世紀m期 ・ · 50S A 1 50 S A 10 50S A 12 （いず れも古期、 新 期にまたがると推測）

軸 方向 N - 11 ° 
-E 

1 2世紀皿期古 ． ． ． 50S A 6 50S A 8 軸 方向 N - 11° 
-E 

50 S A 7 、 50S A 8 は板 材 を並べ た板塀である。 50S A 1 、 50S A 2 、 5 0S A 5 は材 を隙問 なく連続

して並べ た塀である。 50S A 6 、 50 S A l O 、 50S A l 2 、 5 0S A 13 は材 の痕 跡がはっきりしない部分が多

いが、 材 を隙 間なく連続して並べ た塀である可能性 が高 い。

50S A 5は23 S A 1 の南北辺 の延 長線 上から検出され、 同一 の塀の可能性 が指摘 できる。 また50S A 7 

は溝50S D 8 と 平 行関係にあり同 時存在 と 推測される。 50S A 1 はその延 長が東側 （ 第42 次調査区 ） でも

検出されており、 約 60m の長さを確認できる。

6 . 溝
11 の溝について調査した。 その結果37 S D 9 、 42S D 1 、 42 S D  1 2 、 50S D 2 、 50S D 3、 50S D 

4 、 50S D 5 、 50S D 6 、 50S D 7 が近世以 降 のも のと 判断された。 1 2世紀の溝には5 0S D 8 がある。

50 S D 1 は時期を特 定するのが難 しく時期不詳 と する。 また遺構名を付さなかったが92 - 68 グリッド内の

溝の断面 を記録した。 おそらくこれは12世紀の溝と 推測される。 溝の平面 図は50S D 8 を除き付図 （遺構

配 置図 ） を参照 していただきたい。 断面 は第1 6図 に示した。

42S D 1 は大 規模な溝で、 埋土 中に大量のかわらけを含 ん でおり、 従来 1 2世紀の可能 性が考え られてい

た。 しかし、 今次の調査で埋土中から17 世紀前半の肥 前産の皿 ( 6002 ) が出土し、 4 2S D 1 が近 世以降 の

所属だということ が明らかになった。 こ の溝はおそらく平 泉御蔵場を囲画する目 的の溝と 考え られる。

50S D 8 は、 4 2次調査で検出された大 規模建物の4 2S B 1 の東側 に位 置するL 字 形の溝に直接つながる

同一 の溝である。 12 世紀II 期の所属と 考え られる。 溝の軸 方向 （直交 する） はN - 3°
- E である。 埋土

全体から、 かわらけが出土 したが、 東西 の2 箇 所に特 にかわらけが集中する部分がみられた。 出土したかわ

らけはロ ク ロ かわらけが手づくね よりも圧倒 的に多 い。
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50 S D 8 

才白

A髯二B

5 0 S  D 8 
1 l O Y  R 3 / 1 黒 褐 色 士

か わ ら け 片 が 非 常 に 多 鼠 混 入
炭 化 物 粒 少 塁 混 入

2 l O Y  R 7 / 3 に ぷ い 黄 橙 色 土
1 0Y R 4 / l 褐 灰 色 土 ま だ ら
に 多 屈 混 入 遣 物 の 出 土 ほ と
ん ど な し

A
 

才’己

B
 

A 
L=29 3X論-- - B 

50 S D 7 （ 断 面 ⑥ ） 冒喜言
50 S D 7 
1 lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 か わ ら け 片 微 g 混 入

42 S D 1 2 （ 断 面 ⑨ ）

` e` 
1 l O Y R 3 / 3 暗 褐 色 シ ル ト 粘 性 し ま り と も に な し 炭 化 物

粒 子 2 ％ 含 む
2 lOY R 5 / 4 に ぶ い 黄 褐 色 シ ル ト 粘 性 し ま り と も に な し ロ
3 lOY R 5 / 4 に ぶ い 黄 褐 色 シ ル ト シ ル ト が マ ト リ ッ ク ス に

砂 が 混 じ る
4 l O Y  R 3 / 4 暗 褐 色 シ ル ト と 砂 屈 が 2 ~ 3 枚 づ つ 互 屈 を な す
5 lOY R 4 / 2 灰 黄 褐 色 シ ル ト が マ ト リ ッ ク ス で 砂 を 含 む 磨

耗 し た か わ ら け 細 片 を 比 較 的 多 く 含 む
※ 2  ~ 4 恩 は 水 成 の 堆 積 門 を 呈 す る゜

SO S D 1 （ 断 面 ① ）
督言耐

lOY R 6 / 2 灰 黄 褐 色 土 か わ ら け 細 片 ロ ー ム プ ロ ッ ク 少 駁
混 入

2 lOY R 5 / 1 褐 灰 色 砂 流 水 痕 と 思 わ れ る

A .k.=1.'-匹 — B

SO S D 2 （ 断 面
②

）
量員｀璽1 lOY R 6 / 1 褐 灰 色 土 炭 化 物 粒 、 か わ ら け 片 が 少 嚢 混 入

2 lOY R 6 / 1 褐 灰 色 砂 流 水 痕 か

A卓•匹 ＿ B 
50 S D  3 （ 断 面 ③ ） 言言三旦書

1 IOY R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 I O Y R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ
ク 少 拭 混 入 埋 士 か ら 近 代 の 磁 器 片 出 土

SO S D 4 （ 断 面 ④ ） ＾
止互匹- B

瓢l O Y  R 5 / 2 灰 黄 褐 色 土 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ
ク 少 駄 混 入

50 S D 5 • 50 S D 6 • 42 S D 1 （ 断 面 ⑤ ）

A 止9.四 - B

50 
1 1DY R 4 / 3 に ぶ い 黄 褐 色 士 磨 耗 し た か わ ら け 片 非 常 に 多

嚢 に 混 入 丸 礫 多 嚢 に 混 入

50 S D 6 
1 l D Y  R 4 / 3 に ぶ い 黄 褐 色 土 l D Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム ま

だ ら に 少 阻 混 入
2 l D Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム lDY R 4 / 3 に ぶ い 黄 褐 色 土 ま

だ ら に 多 塁 混 入

42 S D 1 
1 1DY R 4 / 3 に ぶ い 黄 褐 色 土 同 色 の 砂 多 ほ 混 入 磨 耗 し た

か わ ら け 片 非 常 に 多 屈 に 混 入 丸 礫 多 駄 に 混 入
2 l D Y  R 5 / 1 褐 灰 色 土 l D Y  R 8 / 4 浅 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ

ク 多 嚢 混 入 磨 耗 し た か わ ら け 片 少 駄 混 入
3 10 Y R 4 / 1 褐 灰 色 土 磨 耗 し た か わ ら け 片 少 量 混 入
4 l O Y  R 5 / 1 褐 灰 色 砂 l D Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ-- ム ま だ ら に

多 駄 混入

2m 

竺5.「 ― B

遺 構 名 な し ( 92-68 内 ） （ 断 面 ⑦ ）

50 S D  8 ? （ 束 側 ）
1 lOY R 3 / 2 黒 褐 色 土 l O Y  R 7 / 8 黄 橙 色 ロ ー ム プ ロ ッ ク

少 迅 混 入
2 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 砂
3 lOY R 3 / 2 黒 褐 色 士 lOY R 7 / 8 黄 橙 色 砂 ま だ ら に 多 鼠

混 入

37 S D 9 （ 断 面 ⑧ ）
A l..-=l.'-.... - B 

37 S D 9 
1 lOY R 4 / 1 褐 灰 色 土 し ま り な し 礫 、 か わ ら け 片 多 且 混

入
2 lOY R 5 / 3 に ぶ い 黄 褐 色 土 し ま り 良 い

第 l 6 図 5 0 8 0 1 - 8 、 4 2 8 0 1 、 l 2 、 3 7 8 0 9
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第川章 出 土遺物

出土追 物は、 かわらけ（手づくね 、 ロ ク ロ ） 、 国産陶器 （常滑 産、 渥美 産、 須恵器系 、 水沼 産） 、 古代の須

恵器 、 中国産陶 磁器 （白 磁、 青 白 磁、 青 磁、 陶器 、 染付） 、 瓦 、 木製品（ 下駄 、 櫛 、 箆 、 折敷 、 部材 など） 、

土製品（手あぶ り ？ 、 羽 口 など） 、 石製品（砥 石、 碁 石？ ） 、 金属製品（印章 、 提 子の金具） 、 近世陶 磁器 が

出土した。

l . か わ ら け

手づくね かわらけの分類は以 下のと おり にした。

C 3類 2 段 なで 口 唇端部断面 が丸 い。

C 4類 2 段 なで 口 唇端部がつまみ上げ たようになる。

C 5類 2 段 なで 口 唇部に面取 り を施す。

D 2類 1段 なで 口縁部が直線 的に立ち 上 がる。

0 3類 1段 なで 口 唇端部断面 が丸 い。

0 4類 1段 なで 口 唇部に面取 り を施す。

かわらけは 226 点を図 示した。 1 ~62 が50S E 3、 63~93が37S E 2 、 94 ~126 がかわらけ集 中 ( 50

S E l ) 、 1 27~1 93が50S D 8 、 1 94 ~226 が他 の遺構からの出土である。 個々のかわらけの特徴 は観察

表に記してある。

また以 下のかわらけはほ ぼ 同 時に廃棄 された一括性 のあるセッ ト と 把握できる状態 で出土した。

① 50S E 3、 3層 出土の1 ~62 ② 37S E 2 底面 出土の63、 67~73、 75~8 0、 8 3、 8 5、 92

③ かわらけ集 中 ( 50S E  1) 出土の94 ~1 26 ④ 50S D 8 の1 27~1 93である。 ① は手づくね かわら

けがロ ク ロ かわらけの量より 多 い。 そして大型 の手づくね かわらけは1 点を除き口 径 が1 3. 5cm 以上 の大型

品である。 唯一 、 43のかわらけは口 径 が'11.7cm と 大型 かわらけの小型 品の範疇 に含 まれる。

② は17点のうち 1 点がロ ク ロ かわらけで、 他 は手づくね かわらけである。 手づくね かわらけは11 点が1

段 なで、 5 点が2 段 なでである。 63は口 径 1 2. 7cm で大型 かわらけの小型 品の範疇 に含 まれる。

③ は全品がロ ク ロ かわらけである。

④ はロ ク ロ かわらけの量が手づくね より 圧倒 的に多 い。 手づくね かわらけは16 点のうち 1 0点が2 段 なで

である。 大型 かわらけの小型 品は存在 しない。
‘
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第 2 2 図 か わ ら け ⑥ ( l 9 4 ~ 2 2 6 )  

2 国産陶器

12世 紀の国産陶器は出土した全 点を固 示した。 常滑 産陶器54 点、 渥美 産陶器12 6点、 須恵器系 陶器7 点、

水沼 産陶器 1 点である。 他に13 ~14世 紀の可能性 がある姿 器系 陶器 ( 118 9) も出土してい る。 全体の器形

がわかるものは少 なく ほ とん どは細片 である。 よって、 詳 しい編年 的位 置を示せ ないものが多 い。 多 く は

12世 紀後半に属するものと推測される。

1057は渥美 産片 口 鉢 である。 50S E 3の3層 から白 磁四 耳壺に接する状態 で出土した。 口 縁部の破片 が

接合しないが、 器形全 体を推定することが可能 である。 内面底 辺部～ 体部下半は非常に磨耗 しており器面 が

荒 れている。

118 8 は水沼 産片 口 鉢 である。 3 7S E 2 の2 層 から出土した。 石巻市の水沼窯 産である。 破断面 の胎 土は

暗赤褐 色である。 平泉遺跡群でも水沼 産陶器の出土量はそれほ ど多 く なく 重 要な資料である。
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第 2 4 図 常 滑 産 陶 器 ② ( l 0 3 2 ~  l 0 5 4 )  

3 . 古代の須恵器

古代の須恵器と 考え られるものが出土している。 出土した16 点全てを図示 した。 これらは現段階 の知識

では古代の須恵器の可能性 が高 いと 考え られるが、 中世の須恵器系 陶 器の可能 性も捨 てきれないものもある。

なお本次の調査区では古代の土師 器片 は出土していない。
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第30図 水沼産陶器 ( 1 1 88)、 姿器系陶器 ( 1 1 89) 、 須恵器 ( l 1 90- 1 205) 

4 中国産陶磁器

12世紀に属す る中国産陶磁器 は33 点図示 した。 これは出土した全 点である。 白 磁1 9 点、 青 白 磁4 点、 青

磁2 点、 陶器 8 点である。 他 に15世紀後半～ 16世紀の染付皿 2 点も図 示 した。 2026 は中国産の青 磁として

取 り扱 ったが、 その時期、 産地を明らかにできず 、 確実に中国産の青 磁か否 か明らかにす ることができなか

った。 佐賀 県教育委員会の大橋康 二氏 に鑑 定いただいたのであるが、 近世の肥 前産の青 磁ではないとの判 断

をいただいている。

特筆 されるのは50S E 3から出土した白 磁四 耳壺 ( 2008) である。 割 れた状態 で出上 したが、 接合する
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とほ ぼ完 器になった。 こ のような白 磁四耳壺 の完 形品は平泉遺跡群では初めての出上 である。 大宰府 分類の

Ill 系 に相 当し、 12世紀第3四 半 期の輸入 と考え られる。 中国福 建省付近 の産と推測される。 口 縁部は玉縁 状

をなす。 外面 の色調にはむらがあり、 白 色の部分と黄 色がかった色を呈 する部分がある。 内面 はロ ク ロ 目が

顕著 で薄く釉 がかかる。 口 縁部内面 には縦 方向 のカンナ痕 が顕著 に残 る。 他 の供伴遺物との関係から、 こ の

壺 が廃棄 されたのは12世紀後半 とするこ とができる。

こ の壺 の特異 な点 は漆 の染 み込ん だ布 で覆 われているこ とである。 出土した時点 では多くの部分が漆布 で

覆 われていたこ とが観察できたが、 器面 と布 の間に泥 が入 っていた状態 であり、 多くの部分は取 り上げ の際

に剥落 した。 残 された部分を観察すると、 意図的 に漆 の染 みた布 を器面 に密着 するように貼 りつけたと考え

られる。

外底面 の無釉 の部分にも漆 の付着 と布 の痕 跡が残 されている。 そして口 縁 から首 の内面 にも漆 の痕 跡がみ

られる。 よって漆布 が貼 り付けられてた範囲は外底面 から口 縁 外面 までの外面全部、 そして口 縁 内面 の頸部

付近 までと推測される。 こ の布 の材質 については未 同 定であるが麻布 と推測される。

こ の漆布 が白 磁四耳壺 に貼 り付けられた意味 については、 現在 答え を出しかね ている。 そもそもガラ ス質

の磁器の表面 に漆 の染 みた布 を貼 りつけても、 乾燥 すれば剥落 してしまうはず である。 現に出土した状態 で

も無釉 の外底面 には漆 が付着 しているが、 釉 のある他 の部分は布 と器面 の間に泥 が入 り剥 がれた状態 であっ

たのである。

内部に何 かを入 れ密封 するのが目的であったとも考え がたい、 密封 するのであれば 、 外底面 まで覆 う必要

はなく、 頸部から口 唇 にかけて覆 え ば よいであろ う。 また首部内面 にも布 を密着 させ る必要はない。

運搬 などの際 に器を保護 するためにおこ なったというのも考え がたい。 梱包 するのであれば もっとやわら

かい弾力性のあるもので覆 った方 が適切 である。 また中国産陶磁器が多 量に出土する陸揚 げ港 である博多遺

跡群でもこ のような事例 は無 いという。

祭祀的 な意味 を与 え るにしても出土状況には意図的 に設置、 埋納 したような様子 は看取 できず 、 むしろ 割

れたものを廃棄 したといった感 じである。

貼 りついている布 には漆 が染 み込んで いる。 こ の漆 という点 に注目して漆工 の面 から追求 したい。 蒔絵 の

工程 の一 つに「布着せ」 という工程 がある。 こ れは漆 を塗 る前の素 地を整 え るために、 素 地に麻布 を糊漆 で

貼 る作 業である。 四耳壺 の器面 に底部から口 縁 外面 、 そして首部の内面 にぴ ったりと布 を漆 で貼 りつけてい

る状況は、 こ の「布着せ」 に類似 すると思 われる。 こ の白 磁四耳壺 は「布着せ 」の工程 が終 わった段階 で不

都合（壺 が割 れたとか、 布 が剥 落 したなど） が生 じたため廃棄 されたと考え られないだろ うか。 即 ち こ れは

白 磁四耳壺 を素 地として、 蒔絵 の装飾 をおこ なうとした可能性 が考え られる。 だがこ の考え には難点 もある。

それは上述のように白 磁の釉 がついた器面 には漆布 はなじまず 、 乾燥 すれば剥落 するという点 である。 また

本遺物以 外に、 平泉遺跡群で陶磁器を素 地とした蒔絵 や漆塗 り製品は1点 も出土していない。 今回 の漆布 を

貼 りつけた白 磁四 耳壺 は試 行的な行為 、 即 ち 試 作 による結果で、 それが技法上の不都合、 他 の出土が無 い理

由 づ けになるかもしれない。

柳之御所遺跡ではこ れまでに、 刷毛 、 漉布、 など漆工 に関連 する遺物が出土している。 また中尊寺 の漆芸

は高 度なレベル のもので、 蒔絵 や螺細 の技術 が平泉内に存在 していたこ とを示している。 こ れらのこ とは、

今回 のこ の漆布 が付着 した白 磁四耳壺 も漆芸 に関連 したものである可能性 を強 める事象である。
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第 3 2 図 中 国 産 陶 磁 器 ② ( 2 0 2 0 ~ 2 0 3 6 )

5 . 瓦
12世紀の瓦 を8 点図 示した。 出土した全品である。 軒 平瓦 l 点、 平瓦 6 点、 丸瓦 1 点である。 平瓦 とし

たものは炭斗瓦 の可能性 もあるが、 その別 を判断できないので平瓦 として扱 う。 3 001 の軒 平瓦 は右端 に巴

文 を配 しその左 からは陰刻 の剣頭 文 が連続する。 3 006は外面 が暗灰 色、 破断面 が赤褐 色を呈 し水沼 産陶器

に似 る。 水沼 産の可能性 が考え られる。
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6 . 木製品

50S E 3、 3層 出土のもの9 0点、 37 S E 2 出土のもの8 点 を図 示した。

4009 は断面 形が蒲鉾 形で、 内 側が剖 り貫 かれた形状である。 外面 、 内面 ともに漆 が塗 られている。 底面

の両端 に布 の痕 跡がある。 内面 にも漆塗 があることから、 何 らかの容器の類と考え られるが具 体的な用途 は

わからない。

4010は細 長い板 状の製 品で、 一 方 の端部の側面 に刻 みが19個 施されている。 これらの刻 みの間隔 は均一

ではない。 端部から10番 目の刻 みに対応 する正面 と背面 に線 が刻 まれている。 また刻 みのある端部をよく

観察すると完 結しているのではなく、 刻 み部分から折 れていることがわかる。 ここにも正面 と背面 にも線 が

あり、 そこから欠損 しているのである。 この欠損部の線 と10番目 刻 みの線 の間の長さは6.7 5cm である。 全

体の厚 さは均ー ではなく刻 みのある側に比べ ると刻 みの無 い側がやや厚 い。 用途 、 製 品名は不 明である。 類

似 した形態 の資料が富 山 県立 山 町辻 遺跡で出土している。

404 1~4050には墨 書があるが、 いず れもまだ未 解読 である。

409 2~ 4098 の部材 は37 S E 2 の埋土中から出土したが、 井戸枠 などのように組 み合わさった状態 で出

土したのではなく、 ば らば らの状態 で出土した。 よって、 これらの部材 が37 S E 2 に伴 うものであるか、

他 所から廃棄 されたものかは判断できない。
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7. 土製品

5001は柱状高台 かわらけの高台部分である。 5 002 、 5003は素焼 の火鉢 、 手あぶ りの類と推定される。

5002 はその脚部、 5003はその本 体部分である。 どち らの胎土も手づくね かわらけの胎 土に似 る。 5004~

5007 は羽口 である。 5006 、 5007 は12 世紀のものではない可能 性もある。

8. 石製品

5008 は砥 石で4 面 使用であるが、 12 世紀のものである確証 はない。 5009 は材質 が未 同 定であるがガ ラ

ス製 の玉 と推定される。 色は白 色を呈 する。 時期は不詳 。 5010、 5011は白 色の石で碁 石の可能 性がある。

9 . 金属製品

5 012 は提 子（ひ さげ ） の金具である。 銅製昴 である。 9 0- 67グリッドの遺構検出時に出土している。 提

子の容器部分の片 口 側と弦 を連結す るための金具である。 提 子の金具は他 に平泉遺跡群では志羅山遺跡2 1

次調査と66 次調査で出土している。

5013は銅製 の印章である。 印面 の大きさは縦 4.7cm 、 横 4. 7cm で角 はやや丸 みを帯 びておりほ ぼ正 方 形に

近 い形である。 厚 さは0. 7cm 、 印面 から紐 頂部までの高 さは3. 7cm、 質 量167. 4g 、 密 度7 . 99 g /cm3 で大き

さのわりあいに非常 に重 量感 がある。 紐 の部分は弧 状となっており、 特 に孔 は穿 たれていない（弧鉦無孔 ） 。

材質 は銅 で鋳 造により製 作 され、 型 から取 り出した後、 細部を工具等 で調整 している。 鉦裾部には、 印 の方

向 を明 示する「上」 の文字 が刻印 される。 印面 は陽刻 、 楷 書 体で「磐 前村印」 の文字 が認められる。 印部の
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第 4 3 図 金 属 製 品 ② （ 印 章 5 0 1 3 )
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凹部に、 部分的 に朱 と思 われる赤 色顔料が残存しており、 実際 に使用した痕 跡が認められる。 印面 の「磐 前

村印」 は「いわさきむらいん」、 あるいは「いわがさきむらいん」 と読 まれ、 地名を表していると推定 され

る。

l 0 . 近世陶磁器

少 量であるが近 世の陶磁器が出土した。 600 1、 600 2は17 世紀前半 の肥 前産磁器の皿 である。 別個 体で

あるが、 同 じ文様と推定 される。 器面 は灰 色で呉須 は深緑 色を呈 する。 6003 、 600 4 、 600 6 は16 90 ~

1780 年の肥 前産の磁器碗 である。 600 5は肥 前産、 6007 は瀬戸・ 美濃 産の陶器碗 である。 どち らも 18 世紀

前半頃 のも のである。

ご汀m �J 

□/ 

600 1 © 
6006
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□] 6007 

1 0cm 

第 4 4 図 近 世 陶 磁 器 ( 6 0 0 l - 6 0 0 7 )  
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番号 出 土 位 囮 分類
法鼠 (cm) 内 面 色 調 迫存度 胎土 備 考

口 径 底径 器高 重さ (g) ナデ (%) 

1 50SE3 3形 P28 C3 1 4  2 3 0 1 30 指 灰 白 1 00 密 内 外面やや摩耗
2 50SE3 3/f/i P22 C3 1 4  0 3 3 l 80 指 灰 白 1 00 密 内面に継ぎ 目 が残 る
3 50SE3 3阿 P24 C3 1 4  5 3 5 200 指 灰 白 1 00 密 胎土 に 金雲母わずかに混入
4 50SE3 3陪 P2 卜② C3 1 4  2 3 2 1 60 指 灰黄 95 密 内面油煙付消
5 50SE3 3陪 P5 C3 1 4 . 6  3 2 60 指 灰 白 30 密 胎土に海綿状骨針 、 金雲母混入
6 50SE3 3陪 P l 6 C3 1 6 . 2  3 0 1 40 指 褐灰 60 やや粗 胎土に海綿状骨針わずかに混入
7 50SE3 3陪 P35 C3 1 4  2 3 3  1 60 指 灰黄 90 密 胎土に海綿状骨針わずかに混入
8 50SE3 3陪 P l l C3 1 4 .9 2 7 1 50 指 ・ 皮 黄灰 80 密 胎土に海綿状骨針わずかに混入， 50SE3 3陪 P2 1 -① C3 1 4 .2  2 8 1 00 指 黄 灰 60 やや粗 胎土に海綿状骨針わずかに混入
1 0  50SE3 3庖 P30 C3 14 .0  2 5 50 指 褐灰 30 やや租 胎土に金雲母、 海綿状骨針わずかに混入
1 1  50SE3 3府 P34 C3 1 4  8 2 8 65 指 褐灰 50 密 胎土に海綿状骨針 わずかに混入
1 2  50SE3 3屈 東半 C3 14 0 2 . 8  70 指 黄灰 40 密 内 而わずかに油煙付済
1 3  50SE3 3府 西 C3 1 4  4 2 9 70 指 灰 白 30 密 胎土に海綿状骨針 わずかに混入
1 4  50SE3 3荊 束半 C3 1 4  2 3 0 1 1 5 指 皮 灰黄 80 密 胎 土 に 金雲母わずかに混入
1 5  50SE3 3d屈 C3 1 4  4 2 8 50 指 淡 黄 2 5  密
1 6  50SE3 3貯 束半 C3 1 4  l 2 9 1 30 指 にぶい黄橙 60 密 胎土に海綿状骨·針わずかに混入
1 7  50SE3 3屈 P23 C4 1 4  0 3 0 1 80 指 灰黄 J OO 密 口緑部内 外面に油煙付着
1 8  50SE3 3陪 P29 C5 13 8 2 6 1 80 指 灰 白 95 やや粗 胎土 に 金雲母混入
1 9  50SE3 3荊 C5 13 6 2 9 70 指 皮 褐灰 30 密 内底面皮による調整 、 口 緑内面指調整
20 50SE3 3陪 東半 C5 15 I 3 0 230 指 皮 褐灰 95 密 器厚が厚ぽっ た い
2 1  50SE3 3層 東半 D2 9 I I 8 50 密 黄灰 75 やや粗 胎土に金雲 母、 海綿状骨針混入
22 50SE3 3岡 P l 2 D2 1 4  4 2 9 1 70 指 灰 白 1 00 密 全体的 にやや摩耗
23 50SE3 3屈 束半 D2 14 0 2 7 50 指 灰 白 30 密 胎土に 金雲母わずかに混入
24 50SE3 3層 P l 9 D3 9 I I 9 50 指 灰黄 1 00 密 胎土に金雲母わずかに混入
2 5  50SE3 3屈 P27 D3 9 3 1 8 60 指 黄灰 1 00 密 内面口縁部 に油煙わずかに付泊
26 50SE3 3屈 P33 D3 8 .4 I 7 60 指 黄灰 1 00 密 内 面 口 緑部 に油煙付着
27 50SE3 3府 P3 1 D3 84 1 6 45 指 にぶい黄橙 70 密 内 面 に油煙付着
28 50SE3 3陪 P l 5 D3 9 3 2 1 45 指 灰 白 60 密 外面 に 継 目 がみえる
29 50SE3 3屈 西半 D3 9 5 l 8 45 指 灰 白 60 やや粗 胎 土 に 金雲母 、 海綿状骨針混入
30 50SE3 3庖 東半 D3 92 2 3 60 指 灰 白 1 00 密
3 1  50SE3 3荊 D3 9 I 2 3 35 指 ・ 皮 ？ 灰 白 50 密 胎土 に 金雲母わずかに混入
32 50SE3 3岡 P l 7 D3 8.6 I 5 45 不明 灰 白 1 00 密 内外面摩耗している
33 50SE3 3陪 東半 D3 9 0 2 I 30 灰 白 40 
34 50SE3 3d陪 P l 4 D3 1 3  9 3 0 1 90 指 黄灰 1 00 密 口 縁外面こく わずかに油煙付着
35 50SE3 3陪 P26 D3 1 4 . 3  3 3 1 95 指 黄灰 1 00 密 内 外面油煙付着
36 50SE3 3陪 P36 D3 1 4  9 2 6 95 指 灰 白 50 密 外面 に 継 目 痕 胎土に 金雲母混入
37 50SE3 3層 P3 D3 1 3  6 2 6 20  指 淡 黄 1 0  密
38 50SE3 3屈 D3 15 1 2 . 7  60 指 灰 白 60 密 内 外面摩耗著しい
39 50SE3 3府 D3 13 6 34 65 指 · へう 灰 白 40 密 内底面ヘラ調整 、 口 縁 内 面指調整
40 50SE3 3陪 D3 14 .4 3 0 60 指 黄灰 20 密、 骨針微虻 内 外面油煙付着
4 1  50SE3 3屈 03 1 4  0 2 7 60 指 黄灰 20 密 内 面油煙付着 胎 土 金雲母混入
42 50SE3 3屈 D3 1 5  5 3 0 60 指 淡 黄 4 0  密 内 面油煙付着 胎 土 金雲母混入
43 50SE3 3庖 東半 D3 1 1  7 1 9 80 指 灰 白 60 密 内外面油煙わずかに付着
44 50SE3 3d附 P l 3 D4 1 4  0 3 0  1 50 指 黄灰 1 00 密 内面油煙付着
45 50SE3 3屈 P26 D4 1 4  9 3 I 200 指 灰 白 1 00 密 内面油煙付沼 胎士に 金雲母混入
46 50SE3 3層 P I O 04 1 3 . 8  2 9 1 1 5 指 ・ ヘう 灰 白 80 密 内底面ヘラ 調整、 口 縁内 面指調整
47 50SE3 3屈 P6 D4 1 5  0 3 0 1 85 指 灰 白 1 00 やや租 胎土 に 金雲母 、 海綿状骨針混入
48 50SE3 3陪 P7 D4 1 4  3 3 0 70 指 灰 白 2 5  やや粗 胎土 に 金雲母 、 海綿状骨針混入
49 50SE3 3陪 D4 1 4  8 3 3 85 指 黄灰 50 密 胎土 に 金雲 母、 海綿状骨針わずかに混入
50 50SE3 3陪 西半 D4 13 8 3 l 95 指 ・ヘう 灰 白 60 密 胎土に海綿状骨針混入
5 1  50SE3 3陪 P32 ロクロ 9 2 5 8  2 2 65 ロクn 灰 白 80 粗 （骨針多）
52 50SE3 3陪 ロクロ 8 9 6 2 I 6 40 ロクロ 褐灰 60 粗 （骨針多）
53 50SE3 3厄 ロクロ 1 4  2 7 1 3 . 6  1 70 ロクロ にぶい橙 90 租 （骨針多） 内 外面犀耗 してい る
54 50SE3 3屈 P8 ロクロ 1 3  9 66 3 5 1 70 ロ如 灰 白 50 租 （骨針多）
55 50SE3 3屈 P20 ロクn 1 4  4 69 3 6 265 nクロ （ヘラ） 灰 白 1 00 粗 （骨針多） 胎土に小豆大の礫 1 個混入
56 50SE3 Pl  ロク0 1 4  5 5 8 3 0 1 95 ロクロ 灰 白 1 00 粗 （骨針多）
57 50SE3 3屈 西半 ロクn 1 3 . 8  6 6  3 8  1 00 ロ如 灰黄 50 粗 （骨針多） 内面摩耗している
58 50SE3 3府 西半 nクn 1 4  3 6 2 3 I 90 nクn 1こぶい黄橙 40 粗 （骨針多） 内 面油煙わずかに付着
59 50SE3 3屈 西半 ロ如 1 5  2 9 0  3 l 1 75 ロクロ 灰 白 70 粗 （骨針多） 外面やや摩耗
60 50SE3 3層 西半 ロクロ 1 4 . 3  7 . 2  3 7 2 1 0  ロクロ （ヘラ） にぶい黄橙 1 00 粗 （骨針多） 内 外面やや摩耗 している
6 1  50SE3 3陪 P4 nクn 1 3  5 7 6 34 50 灰 白 25 租 （骨針多） 内外面摩耗している
62 50SE3 3屈 pg nクロ 1 4  7 6 3  2 4  6 5  ロクロ 灰 白 50 粗 （骨針多） 内外面非常に摩耗している
63 37SE2 底面NO 7 C3 1 2  7 (3 .0)  1 40 指 灰 白 1 00 密 胎土に金雲母わずかに混入
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番号 出 士 位 躍 分類
法量 (cm) 内面 色調 遺存度 胎土 備 考

口 径 底径 器 高 重さ (g) ナデ （％） 
64 37SE2 I 陪 北半 C3 1 5  3 3 .4  145 指 淡黄 60 やや粗 胎土 に海綿状骨針わずかに混入
65 37SE2 I 層 NO 9 C3 1 4  8 (2 8) 1 5  指 灰黄 5 密
66 37SE2 5層 南半 C3 1 4 . 5  3 0  7 0  指 灰 白 40 密
67 37SE2 底面NO I I  C5 14 3 (3 0) 50 指 灰 白 1 5  密
68 37SE2 底面NO 4 C5 13 7 2 8 95 指 灰 白 50 やや粗 胎土に細砂少鼠混入
69 37SE2 底面NO 1 3  D4 1 5  0 3 4  1 35 指 ・ヘう 灰 白 60 密 内底面ヘラ調整 、 口 縁部指によ る 調整
70 3 7SE2 底面NO 2 C5 1 4  8 3 2 230 指 ・ヘう 灰 白 9 0  やや粗 胎土に海綿状骨針 、 細砂少蜃混入
7 1  3 7SE2 底面NO 1 6  D3 1 0  0 1 6 80 指 黄灰 1 00 やや粗 胎土に海綿状骨針 わずかに混入
72 37SE2 底面 D3 9 7 1 8 65 指 灰 白 95 やや粗 胎土に海綿状骨針わずかに混入
73 37SE2 底面 D3 9 8  2 1 75 指 灰黄 60 やや粗 胎土に砂粒少量混入
74 37SE2 5層 南半 D3 1 0  2 1 7 50 指 灰黄 60 やや粗 胎土 に海綿状骨針少旦混入
75 37SE2 底面NO 5 D3 1 5  7 3 2 240 指 灰 白 1 0 0  密
76 37SE2 底面N0 . 6 0 3  1 4  I 3 3 220 指 灰 白 1 00 やや粗 胎土 に海綿状骨針少鼠混入
77 37SE2 底面NO 14,NO 3 D3 15 7 3 . 0  230 指 灰 白 1 00 やや粗 胎土 に砂粒少嚢混入
78 37SE2 底面NO 1 0  D3 14 5 3 2 2 1 0  指 黄灰 95 やや租 内面 に油煙厚く 付着
79 3 7SE2 底面 D3 1 3  8 2 8 1 90 指 灰黄 95 密 内面 に油煙厚く付着
80 37SE2 底面NO 1 D3 1 4  9 3 . 0  1 50 指 灰 白 60 やや粗 胎土 に海綿状骨針少量混じる
8 1  37SE2 9層 D3 14 1 3 0 80 指 灰 白 40 やや粗 胎土 に海綿状骨針少旦混じる
82 37SE2 9恩 D3 1 6  0 3 3 1 90 指 灰 白 70 やや粗 胎土 に海綿状骨針少旦混じる
83 37SE2 底面 D3 1 6  4 2 8 90 指 褐灰 40 密 外面に継 目 が残る
84 37SE2 2層 北半 D3 1 2  8 2 . 5  80 指 浅黄橙 60 密 胎土に金雲母わずかに混入
85 37SE2 底面NO 8 D4 1 5  2 2 3 240 指 淡黄 1 00 密 器 厚 が厚ぼっ た い
86 37SE2 NO 1 ロクロ 8 3 6 0  I 7 60 ロクロ 1こぶい黄橙 95 粗 （骨針多） 胎土 に砂がほとんど混じらない
87 37SE2 2層 下南半 ロクロ 1 2 . 6  7 2 4 0  1 50 ロクロ 橙 60 租 （骨針多） 口縁部が角張る
88 37SE2 1 層 北半 ロクロ 1 3  9 7 4  4 0  1 60 ロクロ 橙 60 粗 （細砂多） 口縁部が角張る
89 37SE2 2層 下南半 ロクn 1 2  8 7 2 2 6 1 20 ロクロ 浅黄橙 60 粗 （骨針多） 胎土に細砂少量混入
90 3 7SE2 NO 3 ロクロ 1 4 . l 7 4  40 235 ロクロ にぶい橙 80 粗 （骨針多） 胎土 に細砂少量混入
9 1  37SE2 北半 nクn 1 3  6 6 7 4 5  1 70 ロクロ 浅黄橙 60 粗 （細砂多） 胎土 に海綿状骨針少量混入
92 37SE2 底面NO 1 5  ロクロ 1 4  3 7 I 3 , 2  1 70 ロクロ 1こぶい黄櫃 80 粗 （骨針多） 胎土に砂はほとんど混じらない
93 37SE2 1 層 南半 ロクロ 1 4  2 6 8  3 3 1 1 0 ロクロ 浅黄橙 50 粗 （骨針多） 胎土に細砂少量混入
94 50SE 1 NO 3 nクロ 9 4  6 8  1 9 40 ロクロ 淡黄 30 粗 （細砂多） 内 外面摩耗
95 50SE 1 NO 3 nクロ 8 .8  6 3 1 6 50 ロクロ 浅黄橙 80 粗 （細砂多） 全 体 に ゆ がんでい る
96 50SE 1 N0. 9  ロクロ 9 9 7 2 I 9 50 ロクロ 浅黄橙 60 粗 （細砂多） 内外面摩耗
97 50SE 1 NO 1 2  ロクロ 9 0 6 3 I 9 40 ロクロ 浅黄橙 60 租 （細砂多） 内 外面摩耗
98 50SE I NO 1 3  ロクロ 9 . 8  6 9 I 7 40 ロクロ 1こぷい黄橙 70 粗 （細砂多） 胎土に海綿状骨針少量混入
99 50SE 1 N0. 1 3  ロクロ 9 0  6 2 2 0 40 ロクロ 淡黄 60 粗 （骨針多） 内外面摩耗
1 00 50SE I NO 1 3  ロクロ 9 5 6 ,  l 1 :8 40 ロクロ 浅黄橙 60 粗 （骨針多） 胎土 に砂がほとんど混じら ない
I O I  50SE 1 NO 1 3  ロクロ 1 0  6 7 0 1 8 30 ロクロ 浅黄橙 30 粗 （細砂多） 胎土 に海綿状骨針少量混入
1 02 50SE 1 NO 1 3  [Jク[J 9 9  7 3 2 2 90 ロクロ 1こぶい黄橙 70 粗 （骨針多） 胎土に細砂少量混じる
1 03 50SE I NO 1 4  ロクロ 8 9 5 2 1 8 50 ロクロ 浅黄橙 80 粗 （骨針多） 内 外面摩耗
1 04 50SE I NO 1 5  ロクロ 9 0 6 6  1 .8 60 n如 浅黄橙 70 粗 （骨針多） 内外面摩耗
1 05 50SE I NO 1 9  ロクロ 7 7 60 I 7 20 ロクロ 1こぶい黄橙 20 粗 （骨針多） 胎土に砂がほとんど混じらない
1 06 50SE 1 N0. 1 4  C3 1 5 3  3 2 70 指 淡黄 40 密 内面 に油煙 ？ 付着
1 07 50SE 1 NO 1 ロクロ 1 4  6 6 3 4 . 0  1 00 ロクロ （ヘラ） 浅黄橙 50 租 （細砂多） 胎土に海綿状骨針少鑓混入
1 08 50SE I NO 2 ロクロ 1 5  4 7 9 3 4  2 1 0  ロクロ 淡橙 80 粗 （骨針多） 胎土に細砂ほとんど含まない
1 09 50SE 1 NO 4 nクロ 1 3  8 7 0 3 l 2 1 5  ロ加 浅黄橙 1 00 租 （骨針多） ほとんど摩耗 していない
1 1 0 50SE 1 NO 5 nクロ 1 5  8 8 5  3 . 1 2 1 0  nクロ 浅黄橙 70 粗 （骨針多） 胎土 に細砂少塁混入
I l l  50SE 1 NO 6 nクロ 1 5  4 8 0  3 5 1 70 nクロ 灰 白 60 粗 （細砂多） 胎士 に海綿状骨針少量混入
1 1 2 50SE I NO 7 ロクロ 1 5  0 8 2  3 2 2 1 0  nクロ 浅黄橙 80 粗 （骨針多） 胎土 に細砂少温混入
1 1 3 50SE I NO 8 ロクn 1 5  3 8 . 0  40 230  ロクロ 浅黄橙 60 粗 （骨針多） 胎土に細砂少塁混入
1 1 4 50SE I NO 8 ロクロ 1 5  0 7 0 3 8  1 50 ロクロ 浅黄橙 50 粗 （骨針多） 胎土に細砂少皇混入
1 1 5 50SE 1 NO 9 ロクロ 1 5  1 8 7 3 4  240 ロクロ 灰 白 60 粗 （細砂多） 内 外面摩耗
1 1 6 50SE 1 NO 9 ロクロ 80 (3 0) 1 60 ロクロ 淡橙 60 粗 （骨針多） 胎土に細砂少醤混入
1 1 7 50SE 1 NO 1 0  ロクロ 1 4  4 (3 .4)  50 ロクロ 浅黄橙 20 罰（骨針 、 細砂多） 外面摩耗
1 1 8 50SE 1 NO 1 1  nクn 1 4  0 7 5 3 8 220 ロクロ 淡黄 90 粗 （細砂多） 内 外面摩耗
1 1 9 50SE 1 NO 1 2  ロクロ 1 5  2 7 3  3 4  1 90 ロクロ 浅黄橙 90 削 （細砂、 骨針多） 内 外面摩耗
1 20 50SE I NO 1 3  ロクn 1 6  0 7 8  3 4  1 50 ロクロ 浅黄橙 60 租 （骨針多） 内外面摩耗
1 2 1  50SE 1 NO 1 3  ロクロ 1 4  7 6 5 4 4  300 ロクロ 浅黄橙 1 00 粗 （骨針多） 内 外 面摩耗 器形 ゆがんでいる
1 22 50SE I NO 1 4  ロクロ 1 5  0 6 5 3 6 1 0 0  ロクロ 浅黄橙 50 粗 （骨針多） 内外面摩耗
1 23 50SE I N0. 1 6  ロクロ 1 5  2 7 3 3 6 90 ロクロ 浅黄橙 40 粗 （骨針多） 胎土 に細砂をほと んど含 ま ない
1 24 50SE I NO 1 7  ロクロ 1 4  3 6 0  3 0 80 nクロ 浅黄橙 30 粗 （細砂多） 内 外面摩耗
1 2 5  50SE I N O  1 8  ロクロ 1 4  5 6 5 39 225  nク[J 浅黄橙 70 粗 （骨針多） 胎土に細砂少虻混入
1 26 50SE 1 1 層 ロクロ 1 4  7 8 0  3 6 1 20 ロクロ 洩黄橙 50 粗 （骨針多） 胎土に細砂をほとんど含 ま な い
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番号 出 土 位 置 分類
法旦 (cm) 内 面

色調
退存度

胎土 備 考
口 径 底径 器高 重さ (g) ナデ (%) 

1 27 50S08 集 中 東 C3 8 8 I 8 40 指 灰 白 60 やや粗 胎土に海綿状骨針少塁混入

1 28 50SD8 集 中 束 C3 1 0 . 8  I 8 70 不明 灰 白 95 やや粗 内外面摩耗 胎土骨針少量混入

1 29 50SD8 集 中 東 C3 1 5  8 3 . 5  200 指 灰 白 1 00 やや粗 内 外面摩耗

1 30 50S08 集 中 東 C3 1 5  4 3 I 1 9 0  指 灰 白 95 やや粗 内 外面摩耗

1 3 1  50SD8 集 中 東 C3 1 6 .0 3 4  1 9 0  指 灰 白 70 やや粗 内 外面摩耗

1 32 50SD8 集 中 東 C3 1 4 .9  2 . 6  1 70 指 灰 白 90 密 外面摩耗

1 33 50SD8 集 中 東 C4 1 4  6 3 2 70 指 灰 白 25 密 体部外面に継ぎ 目 あ り

1 34 50S08 埋土 C4 1 3  8 2 8 60 指 浅黄橙 30 密 器形ゆがんでいる

1 35 50SD8 集 中 東 D3 1 5 .0 3 .0  80  指 浅黄橙 60 密 内外面摩耗

1 36 50S08 埋土 C5 1 5  7 3 9  1 50 指 灰 白 70 密 外面やや摩耗

1 37 50SD8 集 中 東 C5 1 3  6 3 4  1 1 5 指 灰 白 60 密 内 外面摩耗

1 38 50SD8 集 中 東 D3 1 0 . 1  2 I 45 指 浅黄橙 60 密 内 外面摩耗

1 39 50SD8 集 中 東 D 3  8 8  1 . 8 50 指 灰 白 60 やや粗 胎土 に 海綿状骨針 わずかに混入

1 40 50SD8 集 中 東 D3 1 5  2 3 6 220 指 ・ ヘラ 灰 白 1 0  密 内底面ヘラ調整 、 口 緑 内 面指調整

1 4 1  50SD8 集 中 東 D 3  1 5  6 3 7 235 指 ・ ヘラ 灰 白 95 密 内底面ヘラ調整 、 口 緑 内 面指調整

1 42 50SD8 集 中 東 D4 1 5  4 3 .4  2 1 0  指 ・ ヘラ 灰 白 1 00 密 内底面ヘラ調整 、 口 緑 内 面指調整

1 43 50SD8 集 中 東 ロクロ 84 5 3 I 7 50 ロクロ 浅黄橙 70 粗 （骨針多） 器形ゆがんでいる

1 44 50SD8 集 中 東 nクロ 9 5 5 4  2 0  80 ロクa 浅黄橙 70 粗 （骨針多） 胎土に細砂 も 多 旦 に 含 む

1 45 50S08 集 中 東 nクロ 9 3 6 2 1 . 8 70 ロクロ 灰 白 80 粗 （細砂多） 胎土に海綿状骨針 も 多 量 に 含 む

1 46 50SD8 埋土 ロクロ 9 9  7 . 3  I 6 50 ロクロ 浅黄橙 50 粗 （細砂多） 胎土 に 海綿状骨針 も 多 量 に 含 む

1 47 50SD8 埋土 ロクロ 8 9  5 l I 7 50 ロクロ にぶい黄橙 70 粗 （骨針多） 内 外面摩耗

1 48 50SD8 埋土 ロクロ 9 2 5 9 2 0 60 ロクロ 淡橙 80 租 （骨針多） 胎土に細砂少屈混入

1 49 50SD8 埋土 ロクロ 1 4  l 58 1 5 60 ロクロ 淡橙 1 00 粗 （細砂多） 胎土 に 海綿状骨針少量混入

1 50 50S08 集 中 西 ロクロ 92 65 1 5 60 ロクロ 橙 80 Ill（細り、 骨針多） 内外面摩耗

1 5 1  50SD8 集 中 東 ロク0 8 3 6 1 I 6 90 ロクロ 浅黄橙 95 11!(1111砂、 骨針多） 内外面摩耗している

1 52 50SD8 集 中 西 0クロ 9 6 7 4  I 6 45 ロクロ 浅黄橙 60 粗 （骨針多） 胎土 に細砂ほとんど混入しない

1 53 50S08 集 中 東 nクロ 9 9 6 5 1 8 90 ロクロ 灰 白 95 粗 （骨針多） 内 外面摩耗 している

1 54 50S08 集 中 東 ロクロ 8.4 58 I 2 40 ロクロ 浅黄橙 70 粗 （細砂多） 内外面摩耗 している

1 55 50SD8 集 中 西 ロクロ 1 3  9 6 6  1 . 5 60 nクロ 淡橙 80 粗 （骨針多） 胎土 に細砂少口混入

1 56 50SD8 集 中 東 ロクロ 9 3 4 5  1 . 9 60 nクn 灰 白 50 粗 （骨針多） 胎土 に細砂ほとんど混入しない

1 57 50SD8 集 中 西 ロクロ 9 7 5 3 1 9 70 nクロ 橙 1 00 租 （骨針多） 胎土 に細砂少塁混入

1 58 50S08 集 中 東 ロクロ 8 9 6 6 I 2 60 ロクロ 浅黄橙 80 粗 （骨針多） 胎土 に細砂ほとんど混入しない

1 59 50S08 集 中 東 ロクロ 9 6 5 2 I 7 90 ロクロ 浅黄橙 95 粗 （細砂多） 胎土に海綿状骨針少旦混入

1 60 50S08 埋土 ロクn 9 .4  48 2 .4  80  ロクロ 灰 臼 95 粗 （骨針多） 底部が突 き 出 る

1 6 1  50SD8 集 中 東 nクロ 1 4  6 6 6 3 7 235 ロクロ 1こぶい黄橙 90 粗 （骨針多） 胎土に細砂少量混入

1 62 50SD8 集 中 東 ロクロ 1 5  0 8 7  3 7  1 20 ロクロ 浅黄橙 40 粗 （骨針多） 胎土 に細砂の混入ほとんどなし

1 63 50S08 集 中 東 nクロ 1 4.4' 90 3 3 80 nクロ 浅黄橙 80 粗 （細砂多） 内 外面摩耗

1 64 50SD8 集 中 東 ロクロ 1 4.4 8 2 3 5 1 40 ロクロ 浅黄橙 50 粗 （骨針多） 内 外面摩耗

1 65 50SD8 集 中 西 ロクロ 1 4  0 6 7 3 6 J OO ロクロ 浅黄橙 40 粗 （骨針多） 胎土に細砂少屈混入

1 66 50SD8 集 中 西 ロクロ 1 3 .9  8 0  3 . 5  9 0  ロクロ 浅黄橙 40 租 （骨針多） 胎土に細砂少団混入

1 67 50SD8 集 中 西 ロクロ 1 4 . 7  8 0  3 0 220 ロクロ 浅黄橙 1 00 租 （骨針多） 胎土に細砂少且混入

1 68 50SD8 集 中 西 nクロ 1 4  3 7 0  3 8  1 95 ロクロ 浅黄橙 90 粗 （細砂多） 胎土に海綿状骨針少旦混入

1 69 50S08 埋土 ロクn 1 4  3 7 4  3 5 1 40 ロクa 浅黄橙 50 租 （細砂多） ほとんど摩 耗 し て い ない

1 70 50SD8 集 中 東 nクロ 1 4 . 5  6 8 3 .4  1 80 ロクロ 浅黄橙 1 00 粗 （骨針多） 胎土 に細砂の混入ほとんどない

1 7 1  50SD8 集 中 東 ロクロ 1 4  2 6 5 3 8  90 ロクロ 淡橙 40 粗 （骨針多） 胎土 に細砂の混入こく少量

1 72 50S08 集 中 東 ロクロ 1 4.6 6 0  3 3  1 00 ロクロ 浅黄橙 40 粗 （醤針多） 胎土 に細砂の混入ほとんどない

1 73 50SD8 集 中 東 nクロ 1 4 .6 5 6 3 9  8 5  tlクロ 浅黄橙 50 粗 （骨針多） 胎土 に細砂の混入ほとんどない

1 74 50SD8 集 中 西 ロクロ 1 5  4 8 4  40 1 1 0 nクロ 橙 40 粗 （骨針多） 胎土 に細砂少塁混入

1 75 50SD8 集 中 東 ロクロ 1 3  I 7 5 3 I 1 00 ロクロ 灰 白 50 粗 （骨針多） 胎土に細砂少紐混入

1 76 50S08 集 中 東 ロクロ 1 4.0 8 0  3 4  220 ロクロ 淡橙 95 粗 （骨針多） 胎土に細砂少応混入

1 77 50S08 集 中 西 ロクロ 1 4 .0 6 2 2 . 7  80 ロクロ 浅黄橙 40 粗 （骨針多） 内外面摩耗している

1 78 50SD8 集 中 東 ロクロ 1 5  0 5 7 3 3 1 70 ロクロ 浅黄橙 80 粗 （骨針多） 内外面摩耗している

1 79 50SD8 集 中 東 ロクロ 1 5  0 7 5 3 5 235 ロクロ 浅黄橙 90 粗 （骨針多） 胎土に細砂少盈混入

1 80 50SD8 集 中 東 ロクロ 1 6  0 80 40 1 90 ロ如 浅黄橙 70 粗 （細砂多） 内 外面底耗

1 8 1  50SD8 集 中 東 ロクロ 1 5  0 7 1 3 3  1 45 ロクロ 浅黄橙 50 粗 （細砂多） 内面摩耗

1 82 50SD8 集 中 東 ロクロ 1 4  5 6 4  3 4  200 nクロ 灰 白 80 粗 （骨針多） 胎土 に細砂少伍混入

1 83 50SD8 集 中 西 ロクロ 1 4  8 7 8 2 9 205 ロクロ 浅黄橙 1 00 粗 （骨針多） 胎土に細砂少屈混入

1 84 50S08 集 中 東 ロクロ 1 4  5 9 5  3 、 2 230 ロクロ 淡橙 90 粗 （骨針多） 胎土 に細砂の混入ほとんどない

1 85 50SD8 集 中 東 ロクロ 1 3  8 7 4  3 0 1 60 ロクロ 浅黄橙 90 粗 （骨針多） 内外面摩耗

1 86 50SD8 集 中 東 aクa 1 4  9 6 7 3 0 1 50 ロクロ 灰 白 70 粗 （骨針多） 胎土 に 細砂少塁混入

1 87 50S08 集 中 西 nクロ 1 4  7 7 7 2 . 9  1 80 ロクロ 浅黄橙 1 00 粗 （骨針多） 胎土に細砂少塁混入

1 88 50S08 集 中 東 nクロ 1 5  I 7 5 4 0  1 75 ロクロ 浅黄橙 95 粗 （骨針多） 胎土 に細砂ほとんど混入しない

1 89 50SD8 集 中 西 ロクロ 1 5  0 84 3 6  225 ロクロ 橙 90 粗 （骨針多） 胎土 に細砂少口混入
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番号 出 土 位 囮 分類
法鼠 (cm) 内面 色調 遺存度 胎土 備 考

口 径 底径 器 高 重さ {g) ナデ (%) 
1 90 50SD8 集 中 西 nクロ 1 4  5 6 8  3 3 1 00 ロク[J 浅黄橙 60 粗 （骨針多） 内 外面摩耗
1 9 1  50SD8 集 中 東 ロクロ 1 4  4 5 8 3 6 1 75 ロクロ 浅黄橙 80 粗 （骨針多） 胎土に細砂少旦混入
1 92 50SD8 集 中 東 ロクロ 1 4  8 6 8  4 1 205 ロクロ 灰 白 90 粗 （骨針多） 内外面摩耗して い る
1 9 3  50SD8 集 中 東 nクロ 1 2  5 6 1 3 8  200 ロクロ 淡橙 95 粗 （骨針多） 底部が突き 出 して い る
1 94 50S83 P l  1 6埋土 C3 14 4 3 0  1 75 指 灰 白 1 00 密 外面わずかに靡耗
1 95 50S83 P l  1 6埋土 C3 1 3  3 2 8  2 2 5  指 浅黄橙 1 0 0  密 器 形 ゆ がんでいる
1 96 50SB3 PP23 C3 14 0 2 . 6  1 70 指 浅黄橙 1 00 密 胎土 に海綿状骨針少呈混入
1 97 50SB3 P l  1 6埋 土 C 5  1 5  0 2 9 1 20 指 灰 白 70 密 外面に継ぎ 目 残る
1 98 50SB3 PP 1 4  C5 1 3  5 2 7 2 5  指 灰 白 1 0  密
1 99 50SB3 PP ! 1 6埋 土 02 1 3 . 7  3 3 200 指 灰 白 1 00 密
200 50SB3 PP90柱根 03 8 8  2 1 30 指 灰 白 50 粗 （骨針多） ロ ク ロ かわ ら けの胎土に似る
2 0 1  50SB3 PP ! 1 6埋土 D3 1 4  3 2 9 1 50 指 洩黄橙 90 やや粗 胎 土 に 海綿状骨針わずかに混入
202 50SB3 Pl 1 6埋 土 0 4  1 4 . 8  3 1 1 35 指 灰 白 60 やや粗 胎土に海綿状骨針微量混入
203 50SB3 PP23 04 1 4 . 6  3 1 1 95 指 浅黄橙 1 00 やや租 胎土 に海綿状骨針微且混入
204 50SB3 PP50 ロクロ 1 2  9 6 3 3 3 50 nクロ 橙 2 5  粗 （骨針多） 胎土 に細砂の混入ほとんどない
205 50SA I (88-63) 埋土 C3 1 2 . 8  2 9 25 指 灰 白 5 やや粗 胎土に海綿状骨針少凪混入
206 50SAI (88-63) 埋土 C3 1 3  8 2 . 8  35 指 灰 白 5 密
207 50SD 1 埋土 C5 14 0 2 8  50 指 灰 白 1 0  密
208 SOSAIO 埋土最上郡 188-66) 03 84 I 3 20 指 灰 白 20 やや粗 胎土に海綿状骨針わずかに混入
209 50SK1 埋 土 0 3  1 4  4 2 . 5  40 指 灰 白 1 5  やや粗 内 外面摩耗している
2 1 0  50SA I (88-63) 東側埋土 D3 1 6  4 2 9 2 5  指 灰 白 1 0  密 内 外面に油煙付着
2 1 1  50SK2 埋士 D4 94 1 . 6 50 指 灰 白 1 0 0  密 体部外面 に 継 ぎ 目 痕 あ り
2 1 2  50S0 1 埋土 D4 1 5  0 2 8 2 5  指 灰 白 5 密
2 1 3  50SA1 埋土 (86-63) ロクロ 9 .6  5 1 1 9 50 ロクn 浅黄橙 70 粗 （細砂多） 胎 土 に 海綿状骨針少量混入
2 1 4  50SD 1 埋土 ロクロ 84 7 0 1 8 2 1 4  ロクロ 浅黄橙 40 粗 （骨針多） 胎土 に細砂の混入ほとんどない
2 1 5  50SK3 l 層 ロクロ 8 4  6 I I 7 2 5  ロクロ 浅黄橙 40 租 （骨針多） 胎土 に細砂の混入ほとんどない
2 1 6  50SE2 上層 ロクロ 8 2 5 I 1 . 5  40 nクロ 灰 白 70 Ill （骨針、 細秒多） 内 外 面摩 耗 して い る
2 1 7  50SK3 1 屈 nクロ 9 0  5 8 1 8 45 llクll 浅黄橙 60 粗 （骨針多） 胎土 に細砂の混入ほとんどない
2 1 8 50SK3 I 層 ロクロ 8 8  5 2 1 8 35 n冗 浅黄橙 50 粗 （骨針多） 胎土 に細砂の混入ほとんどない
2 1 9  50SA2 埋土 ロクロ 5 9 ( 1  4) 25 nクロ 浅黄橙 1 0  刷骨針、 網砂多） 内 外 面摩耗
220 50SA2 埋土 ロクロ 6 4  ( 1  6 )  1 0  n如 浅黄橙 5 粗 （骨針多） 胎土 に細砂の混入ほとんどない
22 1 50SK3 1 陪 ロクロ 1 3  I 5 2 3 7 1 1 5 ロクロ 浅黄橙 40 粗 （骨針多） 胎土 に細砂ほとんど混入しない
222 50SK3 I 層 ロクロ 1 5  6 6 1 4 5  1 45 ロクロ 灰 白 50 粗 （骨針多） 胎土 に細砂の混入ほとんどない
223 50SK 1 層 東 ロクロ 1 3  1 8 0 3 1 35  ロクロ 浅黄橙 1 0  粗 （骨針多） 胎土 に細砂少量混入
224 50SAl 埋土 188-63) 東側 ロクロ 1 3  8 7 0 3 8 70 ロクロ 浅黄橙 30 粗 （骨針多） 胎士に細砂ほとんど混入しない
225 50SE2 1 層 ロクロ 1 3  8 5 6 4 1 55 ロクロ 灰 白 2 5  粗 （骨針多） 胎土 に細砂ほとんど混入 しない
226 50SA I 埋土 (88-63) ロクロ 1 2  9 6 5 3 •9 30 ロクロ 灰 白 1 5  粗 （骨針多） 胎上 に細砂の混入ほとんどない

番号 種類 器種 部位 出 土位置 年代など 色調 その他
1 00 1  常滑 片 口 鉢 体下～底 37SE2 2摺 1 2 C  灰 褐 内 面摩耗している
1 002 常滑 片 口 鉢 体部 90-65検 出 時 1 2 C  明赤褐 1 0 0 1 と 同一 個体か 内面摩耗
1 003 常滑 片 口 鉢 体部 42SD I 埋土 (85-68) 1 2 C  灰 赤 1 00 1 、 1 00 2 と 同一個体か
1 004 常滑 片 口 鉢 口 縁部 50SB 1 布掘中 3型式 ？ 灰 口 唇部面取 り なし 内 面 自 然釉
1 005 常滑 片 口 鉢 口 縁部 98-69検 出 時 3型式 ？ 灰 口 唇部面取 り なし
1 006 常滑 片 口 鉢 体部 87-63 検 出 時 1 2 C  灰 内面摩耗著しい
1 007 常滑 片 口 鉢 体 部 50SB I 布掘中 1 2 C  灰 内 面やや摩耗
1 008 常滑 片 口 鉢 体部 37SD9 埋土 (90-62) 1 2C 灰 内 面やや摩耗
1 009 常滑 三筋壺 体下～底 81-62 ベルトカット 1 2C にぶい赤褐 沈線は細 い 櫛 目 状 か ？
1 0 1 0  常 滑 広 口 壺 口 緑部 50SE3 3層 1 2C にぶい赤褐 口 縁 内 面に沈線状のく ぼみがない
1 0 1 1 常滑 広 口 壺 口緑部 9 1 -6 2 検 出 時 1 2 C  にぶい褐 口 縁 内面 に沈線状のく ぽみがある
1 0 1 2  常滑 広 口 壺 肩 部 37SE I I 層 ! 2C 暗 オ リ ー プ 37SE 1 は現代のかくらん 外 面 自 然釉
1 0 1 3  常滑 広 口 壺 体郁上半 37S09 埋土 (88-69) 1 2 C  褐 器厚が厚ぽっ た い 外 面 自 然釉
1 0 1 4  常滑 広 口 壺 体部上半 37SE2 2層 下部南半 1 2 C  暗灰黄 外 面上半 自 然釉
1 0 1 5  常滑 広 口 壺 体部上半 87-67 検 出 時 1 2 C  オ リ ー プ 外 面 自 然釉
1 0 1 6  常滑 広 口 壺 体部下半 96-68 検 出 時 1 2 C  灰
1 0 1 7  常滑 広 口 壺 体部上半 37SE 1 埋 土 1 2 C  暗オ リ ー プ 外 面 自 然釉
1 0 1 8  常滑 広 口 壺 体部 85-65 表 土 1 2C 灰オ リ ー プ
1 0 1 9  常滑 広 口 壺 体部 42SD I 埋 土 1 2C 灰オ リ ー プ 外 面 自 然釉
1 020 常滑 広 口 壺 体部 87-62 表 土 1 2C 灰 オ リ ー プ 外 面 自 然釉
1 0 2 1  常 滑 広 口 壺 体部上半 93-67 検 出 時 1 2C 暗 オ リ ー プ 外 面 自 然釉
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番号 種類 器種 部位 出 土位置 年代など 色調 その他

1 022 常滑 甕 体部上半 50SD2 埋土 (93-67) 1 6型 式 オ リ ー ブ黒 租い胎土 1 2C月LJ半か
1 023 常滑 甕 体部下半 37SE 1 埋土 1 2C 暗褐 42SD I 埋土(85-67) から も 出 土
1 024 常滑 甕 体部下半 42SD I 埋土 (85-67) 1 2 C  暗褐 1 023と同一個体 88-70表土からも 出 土
1 02 5  常滑 甕 体下～底 97-69 検 出 時 1 2 C  黒 褐 底部～底辺部の破片
1 026 常滑 甕 体部下半 97-69 検 出 時 1 2 C  黒褐 1 025と同一個体
1 0 2 7  常 滑 甕 1本部下半 37SE 1 1 層 1 2 C  褐 緻密な胎土
1 028 常滑 甕 体部下半 87-62 表土 1 2C 黒
1 029 常 滑 甕 体部下半 90-64 検 出 時 1 2C 褐灰
1 030 常滑 甕 体郡上半 98-69 検 出 時 1 2C 灰オ リ ー プ 外面 自 然釉
1 0 3 1  常滑 甕 体部上半 50SD2 埋土 (93-671 1 2C オ リ ー プ灰 外 面 自 然釉
1 032 常滑 甕 体部下半 37SE2 3層 南半 1 2C 褐灰
1 033 常滑 甕 肩 部 37SE ] 埋土 1 2 C  オ リ ー ブ黄 外面 自 然釉
1 034 常滑 甕 肩 部 88-6 1 37SD9 埋土 1 2C 灰 外面 自 然釉
1 035 常滑 甕 体部上半 98-69 検 出 時 1 2 C  灰 外面摩耗 ？
1 036 常滑 甕 肩 部 92-63 検 出 時 1 2 C  浅黄
1 037 常滑 甕 体都上半 50SD2 埋土 (93-67) 1 2 C  暗 オ リ ー プ 外面 自 然釉
1 038 常滑 甕 体部上半 50SD2 埋土 (93-67) 1 2 C  灰オ リ ー プ 器厚が薄く 広 口 壺の可能性 も あ る
1 039 常滑 甕 体部下半 86-62 表土 1 2 C  灰オ リ ー ブ
1 040 常滑 甕 体部下半 86-69 表土 1 2 C  灰オ リ ー プ
1 04 1  常滑 甕 体部下半 50SAI 埋土 (86-63) 1 2C 黒褐 外 面 に 自 然釉の流れ
1 042 常滑 甕 体部下半 88-68 検 出 時 1 2C 褐灰 内 外面摩滅
1 043 常滑 甕 体部下半 50SD 1 埋土 1 2 C  に ぶ い 黄
1 044 常滑 甕 体部下半 90-63 検 出 1 2C 暗褐 外 面 に 自 然釉の流れ
1 045 常滑 甕 体部下半 89-64投乱 1 2 C  黒 褐 外面 に窯体付着
1 046 常滑 掘 体部下半 42S0 1 埋土 12C 褐灰
1 047 常滑 褪 体部 95-68 検 出 時 1 2 C  褐 内 面 に 自 然釉付着
1 048 常滑 甕 体部下半 37SD9 埋土 (90-62) 1 2 C  灰
1 049 常滑 甕 体部下半 42SD1 埋土 (86-67) 1 2C 褐
1 050 常滑 甕 体部下半 37S09 埋士 (91-62) 1 2C 灰 内 外面摩滅
1 0 5 1  常滑 甕 体部下半 .5OSD8 埋土 1 2C 灰 内 外面 自 然釉 外 面 は 自 然釉が剥落
1 052 常滑 甕 体部下半 50SE3 1 ~2層 1 2C 灰 外面に指ナデ ？ による調整
1 053 常滑 甕 体部下半 87-63 検 出 時 1 2 C  褐灰 内 面 自 然釉
1 054 常滑 甕 体部 37SD9 埋土(91 -62) 1 2 C  にぶい褐
1 055 渥美 山茶碗？ 口縁部 50次調査区内表採 1 2C 灰 片 口 部分のつけ根の破片
1 056 渥美 片 口 鉢 口縁部 50SE3 3層 1 2 C  灰 1 057と同 一個体
1 057 渥美 片 口 鉢 完形 50SE3 3層 1 2 C  灰 固 面合成で完形の状態を示した 内 面著しく 摩耗
1 058 渥美 片 口 鉢 体下～底 37SE1 埋土 1 2 C  灰 内面摩耗、 外面にヘラ ケ ズ リ 調整 が な い
1 059 渥美 片 口 鉢 体部下半 37SD9 埋土 (90-62) 1 2 C  灰 白 内面摩耗
1 060 渥美 片 口 鉢 口縁部 50SE3 3層 1 2 C  灰 50S02 埋土から も 出 土 ］ 06 ] と 同一個体
1 06 1  渥美 片 口 鉢 口緑部 50SE3 3層 1 2 C  灰 片 口 部付 けねの破片 1 066と 1 067と 同一個 体
1 062 渥美 片 口 鉢 高台部 50SK 1 埋土 1 2 C  灰 白 高台部が剥がれた もの
1 063 渥美 片 口 鉢 口縁部 50SB l 布 掘 中 1 2 C  灰 白 口唇部面取 り あ り
1 064 渥美 片 口 鉢 口 緑部 50SE3 1 ~2層 1 2C 褐灰 口 唇部欠損
1 065 渥美 片 口 鉢 体部 50SD I 埋土 1 2C 褐灰 内面摩耗
1 066 渥美 片 口 鉢 高台部 50SK1 埋土 1 2 C  灰 白 高台部が剥がれたもの
1 067 渥美 片 口 鉢 高台部 50SKI 埋土 1 2C 灰 白 高台部が剥がれたもの
1 068 渥美 壺 体下～底 50SD2 埋土 (93-67) 1 2C 灰 白 外面底辺 部 に 回転ヘラ ケ ズ リ
1 069 渥美 壺 肩 部 93-66 検 出 時 1 2C 灰オ リ ー プ 外面 自 然 釉
1 070 渥美 壺 肩 部 42SD] 埋土 (85-68) 1 2 C  灰オ リ ー ブ 外面 自 然釉
1 07 1  渥美 壺 体部上半 93-67 検 出 時 1 2C 灰オ リ ー プ 外面 自 然釉
1 072 渥美 壺 体部上半 37SD9 埋土 (88-61) 1 2C 灰オ リ ー プ 外面 自 然釉
1 073 渥美 壺 体部下半 90-64 検 出 時 1 2 C  灰 1 074と同 一個体
1 074 渥美 壺 体部下半 9 1 -67 検 出 時 1 2C 灰
1 075 渥美 壺 体部下半 50SD 1 布掘中 1 2C 灰 外 面 に 自 然釉の流れ
1 076 渥美 .空- 体部 50SE3 3層 12C 灰 外面上半 に 自 然釉 1 077と同一 個体
1 077 渥美 -空 体部 50SE3 3層 1 2 C  灰 下側破断面 に漆付着
1 078 渥美 壺 体部下半 50SD5 埋土 185-67) 1 2C 灰 白
1 079 渥美 空一 体部上半 50次調査区内表採 1 2C 灰
1 080 渥美 壺 体部上半 50次調査区内表採 1 2 C  褐 灰 外面 に横走する沈線があ る
1 08 1  渥美 -空 体下～底 37SE 1 1 層 1 2 C  灰褐
1 082 渥美 甕 口縁部 50SD8 埋土 1 2C 灰褐 口縁部かな り 開 く
1 083 渥美 甕 口縁部 90-62 検 出 時 1 2 C  灰 口縁部が立つ器形
1 084 渥美 甕 口緑部 37SE 1 1 層 1 2 C  灰 白
1 085 渥美 槻 口緑部 50SE3 3層 12C 灰
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番号 種類 器種 部位 出 土位囮 年代など 色調 その他

1 086 渥美 甕 口縁部 90-65 検 出 時 1 2 C  灰黄褐

1 087 渥美 甕 口縁部 90-63 検出 1 2C 灰 外面に灰釉刷毛塗り

1 088 渥美 甕 口縁部 37SE 1 埋土 1 2C 灰

1 089 渥美 糀 口緑部？ 37SE2 1 胴 1 2C 灰褐 口緑部破片と思われる

1 090 渥美 甕 口縁部 50SE3 3a層 1 2C 灰

1 09 1  渥美 甕 肩部 37SE I 埋土 1 2C 褐灰

1 092 渥美 甕 肩部 37SE I I 摺 1 2C 灰 外面に灰釉刷毛塗り

1 093 渥美 甕 体部下半 37SE2 1 層 1 2C 灰褐 1 094~ 1 1 0 ] と同一個体

1 094 渥美 猥 体部下半 37SE2 埋土 上部 1 2C 灰褐

1 095 渥美 甕 体部下半 88-66 撹乱 1 2C 灰褐

1 096 渥美 甕 体部 89-67 撹乱 1 2C 灰褐

1 097 渥美 甕 体部下半 37SE I 埋土 1 2C 灰褐

1 098 渥美 甕 体部下半 37SE 1 埋土 1 2C 灰褐

1 099 渥美 甕 体部下半 90-64 検 出 時 1 2C 灰褐 50SD ] 埋士からも 出 土

1 1 00 渥美 甕 体部下半 50S02 埋土 (93-67) 1 2C 灰褐

1 1 0 1  渥美 甕 体部下半 88-64 検出 1 2C 灰褐

1 1 02 渥美 甕 体部下半 50S05 埋土 (85-67) 1 2C 暗灰 1 1 03 、 1 1 04と同一個体

1 1 03 渥美 甕 体部下半 42SDI 埋土 (85-67) 1 2C 暗灰

1 1 04 渥美 甕 体部下半 42S0] 埋土 (85-68) 1 2C  褐灰

1 1 05 渥美 甕 体部下半 37SD9 埋土 (88-6 1 ) 1 2C 灰 1 1 06~ 1 1 08と同一個体

1 1 06 渥美 甕 体部下半 42SD I 埋土 (85-68) 1 2C 灰

1 1 07 渥美 甕 体部下半 88-6 ] 検 出 時 1 2C 褐灰

1 1 08 渥美 甕 体部上半 37SD9 埋土 (91-62) 1 2C 灰

1 1 09 渥美 甕 体部下半 37SE I 埋土 1 2C 黄灰 1 1 1 0と 同一個体

1 1 1 0  渥美 甕 体部上半 50S05 埋士 (85-67) 1 2C 黄灰

1 1 1 1  渥美 甕 体部下半 50SB I 布掘 り 中 1 2C 灰 オ リ ー プ 1 1 1 2と 同一個体

1 1 1 2 渥美 甕 体部上半 90-64 検出時 1 2C 灰

1 1 1 3 渥美 甕 体部下半 37SE 1 埋土 1 2C 褐灰 1 1 1 4と 1 1 1 5と 同一個体

1 1 14 渥美 甕 体部下半 42S01 埋土 (85-67) 1 2C 褐灰

1 1 1 5 渥美 甕 体部下半 50SB I 布掘 中 1 2C 灰

1 1 1 6 渥美 甕 体部下半 37S09 埋土 (90-62) 1 2C 灰 1 1 1 7 、 ] 1 1 8と 同一個体

I I 1 7  渥美 甕 体部下半 37SE 1 埋土 1 2C 灰

1 1 1 8 渥美 甕 体部下半 37SE 1 埋土 1 2C 灰

1 1 1 9 渥美 甕 体部 37SE 1 埋土 1 2C 灰 外面に灰釉の飛沫付着

1 1 20 渥美 甕 体部上半 37SD9 埋土 (88-6 1) 1 2C 灰 オ リ ー プ 外面に灰釉の刷毛塗り

1 1 2 1  渥美 甕 体部下半 37SE 1 埋士 1 2C 灰

1 1 22 渥美 甕 体部下半 90-68 検 出 時 1 2C 灰 白 外面に 自 然釉

1 1 23 渥美 甕 体部下半 42SDI 埋土 (86-67) 1 2C  灰

1 1 24 渥美 甕 体部下半 85-62 検 出 1 2C 灰

1 1 25 渥美 甕 体部下半 42SD1 埋土 (85-68) 1 2C 灰 内 面 に 自 然釉

1 1 26 渥美 甕 体部下半 90-68 検 出 時 1 2C 黒

1 127  渥美 甕 体部下半 42SD ] 埋土 (86-67) 1 2C 灰 白

1 1 28 渥美 甕 体部下半 37SE 1 埋土 1 2C 褐灰

1 1 29 渥美 甕 体部下半 42S0 1 埋土 (85-68) 1 2C 灰

1 1 30 渥美 甕 体部下半 50次調査区表採 1 2C 灰

1 1 3 1  渥美 甕 体部下半 37SE 1 埋土 1 2C 灰

1 1 32 渥美 甕 肩部 50SE3 1 -2屑 1 2C 灰 白 外面に釉付着、 刷毛塗 り か

1 1 33 渥美 槻 体部下半 50SE3 1 ~2厄 1 2C 暗灰

1 1 34 渥美 甕 体部下半 37SE 1 1 層 1 2C 黄灰

1 1 35 渥美 甕 体部下半 42S01 埋土 (85-68) 1 2C 暗灰

1 1 36 渥美 甕 体部下半 37SD9 埋土 (88-6 1 ) 1 2C 灰 白 内 面 に 自 然釉の飛沫付着

1 1 37 渥美 甕 体部下半 42SD 1 埋土 1 2C 灰

1 1 38 渥美 甕 体部下半 9 1 -67 検 出 1 2C 灰 内 面 に 自 然釉付着

1 1 39 渥美 甕 体下～底 37SE2 I 層 1 2C 暗灰 内 面 に 自 然釉付着

1 140 渥美 甕 体下～底 37SE 1 埋土 1 2C 灰褐 50SD7埋土(85-68) か ら も 出 土

1 14 1  渥美 甕 体部下半 37SE 1 1 層 1 2C にぶい褐

1 1 42 渥美 甕 体部下半 85-62 検 出 時 1 2C 黒

1 1 43 渥美 甕 体部下半 37SD9 埋土 (9 1 -62) 1 2C 灰

1 1 44 渥美 甕 体部下半 37S09 埋土 (88-6 1) 1 2C 灰

1 145 渥美 甕 体部下半 37SE 1 埋土 1 2C 暗 オ リ ー プ 外面に 自 然釉

1 146 渥美 甕 体部上半 87-66 検 出 時 1 2C 灰 オ リ ー プ 外面に 自 然釉

1 1 47 渥美 甕 体部下半 37S09 埋土 (88-6 1 ) 1 2C 灰 白

1 148 渥美 甕 体部下半 50次調査区表採 1 2C 褐灰

1 149 渥美 甕 体部上半 50S05 埋土 (85-67) 1 2C  暗オ リ ー ブ 外面に 自 然釉

1 1 50 渥美 甕 体部上半 90-68 検 出 時 1 2C 暗オ リ ー ブ 外面に 自 然釉

- 64 -



番 号 種類 器 種 部位 出土位慨 年代など 色 調 そ の 他

1 1 5 1  渥美 糊 体部上半 9 1 -67 検 出 時 1 2C 灰オ リ ー プ 外面に 自 然釉
1 1 52 渥美 甕 体部下半 9 1 -62 検 出 時 1 2C 灰
1 1 53 渥美 甕 体部上半 37SE 1 埋土 1 2C 灰オ リ ー プ 外面 に 自 然釉
1 1 54 渥美 痰 体部上半 37SD9 埋土(88-6 1 ) 1 2C 灰
1 1 55 渥美 甕 体部下半 85-62 検 出 時 1 2C 黄灰
1 1 56 渥美 甕 体部下半 42SD ] 埋土 (85-68) 1 2C 灰
1 1 57 渥美 甕 体部下半 37SE 1 1層 1 2C 褐灰
1 1 58 渥美 甕 体部下半 9 1 -62 検 出 時 1 2C 褐灰
1 1 59 渥美 甕 体部下半 50S83 PP20埋土 1 2C 褐灰
1 1 60 渥美 甕 体部下半 37SE 1 埋土 1 2C 黄灰
1 1 6 1  渥 美 甕 体部下半 90-63 検 出 時 1 2 C  灰 白
1 1 62 渥美 甕 体部下半 90-62 検 出 時 1 2C 暗灰
1 1 63 渥美 糊 体部下半 37S09 埋土(91 -62) 1 2 C  褐 内 面 に 自 然釉
1 1 64 渥美 甕 体部上半 86-68 検 出 時 1 2 C  灰 輪梢み部分が剥落
1 1 65 渥美 糊 体部上半 88-67 検 出 時 1 2 C  灰 オ リ ー プ 外面に釉付着
1 1 66 渥美 糊 体部下半 37SE 1 埋土 1 2 C  黒褐 内 面 に も押印あ り
1 1 67 渥美 甕 体部下半 37SE I I 陪 1 2 C  灰
1 1 68 渥美 甕 体部下半 50SD l 埋土 ! 2C 褐
1 1 69 渥美 甕 体部上半 37SD9 埋土 (88-6 1 ) 1 2C 灰
1 1 70 渥美 甕 体部下半 42SD 1 埋土 (85-67) 1 2C 灰
1 1 7 1  渥美 甕 体部上半 98-67 検 出 1 2C 灰 薄手の破片
1 1 72 渥美 甕 体部下半 84-67 かく らん 1 2C 灰
1 1 73 渥美 甕 体部下半 42SD 1 埋土 (85-67) 1 2C 暗灰
1 1 74 渥美 甕 体部下半 96-69 検 出 時 1 2C 褐灰
1 1 75 渥美 甕 体部上半 42S0 1 埋土 1 2C 灰オ リ ー プ 外面 に 自 然釉
1 1 76 渥美 糊 体部下半 42S01 埋土 (86-67) 1 2C 灰
1 1 77 渥美 疵 体部下半 37S09 埋土(91 -62) ! 2C 灰
1 1 78 渥美 甕 体部下半 37SE I 埋土 1 2C 灰
1 1 79 渥美 甕 体部下半 37SD9 埋土 (90-62) 1 2C 褐灰
1 1 80 渥美 甕 体部下半 42SD 1 埋土 (85-68) 1 2C 灰
1 1 8 1  須恵器系 壺 体部下半 37SE I I 層 1 2C 褐灰 胎土 橙色を呈する ロ ク ロ 調 整
1 1 82 須恵器系 甕 体部 42SD1 埋土 (85-67) 1 2C 灰 内 面被熱 ？ によ り はじ け て い る
1 1 83 須恵器系 甕 体部 50SE3 1 - 2層 1 2C 褐灰
1 1 84 須恵器系 甕 体部 93-66 検 出 時 1 2C 暗褐 内 面、 横位、 斜 位 に なでている
1 1 85 須應器系 甕 体部 93-66 検 出 時 1 2 C  灰 内 面なで調整
1 1 86 須悪器系 甕 体部 37SD9 埋土 (88-6 1) 1 2C 灰 内 面 に も タ タ キ 目 があ る
1 1 87 須恵器系 甕 体部 42SD I 埋士 1 2 C  灰 やや軟質の胎土
1 1 88 水沼 片 口 鉢 体下～底 37SE2 2同 1 2C即半 ？ 赤黒 胎土 赤褐 色を呈する
1 1 89 荒器系 甕 体部 50SB I 布掘中 ! 3C以降 ？ 黒褐 東北地方在地産 の 1 3 - 1 4Cの陶器 か ？

番号 種類 器種 部位 出 土位囮 年代など 色調 その他
1 1 90 須恵器 坪 体部 87-68 検 出 時 9 ~ 1 0C 褐灰 胎土 に海綿状骨針混入する
1 1 9 1  須恵器 坪 底部 42SD1 埋土 (85-68) 9~ 1 0C 褐灰 底面回転糸切痕
1 1 92 須恵器 坪 体部 90-62 検 出 時 9 ~ 1 0C 灰 壺の体部片の可能性 も あ る
1 1 93 須恵器 g =土＝ 体部 50SK 1 埋土 9~ l OC 灰
1 1 94 須恵器 甕 肩 部 50SE3 1 ~2階 9~ 1 0C 灰黄 37SD9 埋土 (9 1 -62) から も 出 土
1 1 95 須恵器 甕 体部 50SE3 1 ~2層 9~ 1 0C 黒褐 内 面 に カ キ 目 と アテ具痕
1 1 96 須恵器 甕 体部 50SE2 埋土 9 ~ 1 0c 暗灰 1 1 94、 1 1 95 と 同一個体
1 1 97 須恵器 長頚壺 肩 部 89-63 検 出 時 9 ~ 1 0C 灰
1 1 98 須恵器 甕 体部 50SK3 I 罹 9 ~ 1 0C 暗灰 長頚壺の可能性 も あ る
1 1 99 須恵器 大甕 体部 37SD9 埋土(91-62) 9 ~ l oc 灰 胎土 赤褐色
1 200 須恵器 大甕 体部 50SE3 1 - 2層 9~ 1 0C 灰 胎土 赤褐色
1 20 1  須恵器 大 甕 体部 9 1 -62 検 出 時 9~ 1 0C 灰 胎土 赤褐色
1 202 須恵器 大甕 体部 90-63 検 出 時 9~ 1 0C 灰 胎土 灰色
1 203 須恵器 大甕 体部 86-69 検 出 時 9~ 1 0C 灰 胎土 灰色
1 204 須恵器 大甕 体部 50S8 1 布掘中 9 - l OC 黒褐 内 面アテ具痕 胎土 赤褐色
1 205 須恵器 大醐 体部 50SB I 布掘中 9~ 1 0C 灰 内 面アテ具痕 胎土 赤褐色
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番号 種類 器種 部 位 出 土 位 磁 太宰府分類 太宰府の年代観 そ の 他

200 1 白 磁 碗 底部 9 1 -63 検 出 時 LL  l l C後半 ～ 1 2C前半 化粧土 あ り 外面高台 は露胎
2002 白 磁 碗 口 縁部 9 1 -67 検 出 時 IV 1 2 C  玉 縁 口 縁
2003 白 磁 碗 体部 50SE 1 表 採 N か 1 2C 全 体 に摩滅している
2004 白 磁 碗 体部 50SD5 埋土 (85-67) Nか 1 2C 
2005 白 磁 皿 口縁部 37SD9 埋 土 ( 9 1 -62) VI 1 l l C後半～ 1 2C前半 化粧土 あ り
2006 白 磁 皿か 体部 PP586 掘方 VI か l l C後半～ 1 2C前半 化粧土あ り 細片のため確実 に皿かどうか不明
2007 白 磁 皿 口 縁部 50SE3 3層 P8 VI l b  1 2C 内 面 に 白 堆線 あ り
2008 白 磁 四耳壺 完形 50SE3 3層 m 系 1 2C 外面全体 と 口緑内面に漆のしみ込んだ布付沿
2009 臼 磁 ギg 体部 37SE I ] 層 I] 系 I I C後半～ 1 2C前半 化粧土あり 大形の壺か
20 1 0  白 磁 四耳壺 体部 37SD9 埋土 (90-62) 皿 系 1 2 C  底辺部の破片
20 1 1  白 磁 四耳壺 体部 50SA l 3 埋土 II 系 l l C後半～ 1 2C前半 内 面無釉 化粧土はっ き り しないが釉 に 貫入が入る
20 1 2  白 磁 四耳壺 体部 37SD9 埋土 (90-62) l ] 系 l l C後半～ 1 2C前半 内 面無釉 化粧上
20 1 3  白 磁 四耳壺 体部 37SD9 埋土 (90-62) I I 系 l l C後半～ 1 2C前半 内 面無釉 化粧土
20 1 4  白 磁 壺 体部下半 37SE2 I 層 ]]] 系 1 2C 小形の壺
20 1 5  白 磁 四耳壺 口縁部 50SD5 埋土 (85-67) m 系 1 2C 
20 1 6  白 磁 四耳壺 体部 42SD I 埋土 m 系 1 2C 外面摩滅している
20 1 7  白 磁 四耳壺 体部 37SD9 埋土 (88-6 1 ) m 系 ヽ 1 2C 
20 1 8  白 磁 四耳壺 体部 37SD9 埋土(88-6 1 ) m 系 1 2C 全体に摩滅
20 1 9  白 磁 蓋 下半部 50次調査 区 内 表採 m 系 1 2C 外面下部無釉 蓋と考えられる
2020 青 白 磁 皿 口 縁部 50SD3 埋士 青 白 磁 1 2Cか 薄手のつく り
202 1 青 白 磁 碗 ？ 体部 50SB 1 布掘中 青 白 磁 1 2Cか 小破片のた め器種ははっ き り しない
2022 青 白 磁 皿 体部 50SD5 埋土 (85-67) 青 白 磁 1 2Cか 二次被熱している
2023 青 白 磁 皿 体部 37SE 1 埋土 青 白 磁 1 2Cか 2022と同一個体
2024 青磁 碗 口 縁部 42SD 1 埋土 (85-68) I 3 1 2 C  
2025 青磁 碗 口 縁部 89-69 検 出 時 I 1 2 C  文様の有無はっ き り しな い
2026 青磁 皿 底部 50次調査区 内 表採
2027 陶器 ギg 体部 89-6 1 検 出 時 陶器 1 2Cか 外面に褐釉 2028 と 同一個 体
2028 陶器 壺 体部 89-6 1 検 出 時 陶器 ! 2Cか 内 面 には薄い釉
2029 陶器 壺 口縁部 50次調査区 内表採 陶器 1 2Cか 外面緑色がかった釉
2030 陶器 g ． 体部 50SD2 埋土 (93-67) 陶器 1 2Cか 外面に褐釉の流れあ り 203 1 ~2034同 一個体
203 1 陶器 壺 体部 96-68 検 出 時 陶器 1 2Cか 外面に褐釉 内 面無釉
2032 陶器 亜士 体部 50SD2 埋土 (93-67) 陶器 1 2Cか か な り 大形の壺
2033 陶器 空一 体部 50SD2 埋土 (92-68) 陶器 1 2Cか
2034 陶器 ギg 体部 50S02 埋士 (92-68) 陶器 1 2Cか
2035 染付 皿 完形 86-69 検 出 時 1 5C後半 ～ 1 6C 底面に砂付着 端反りの皿 小野B l 類
2036 染付 皿 体部下半 42SD1 埋土 (85-68) 1 5C後半 ～ 1 6C 端反り と 思われる 小野B l 類 か

三
そ の 他

右端に三巴文であと は陰刻の剣頭文が連続 灰色の硬い胎土
灰色の硬い胎土
灰色の硬い胎土
黒 色～橙色の軟い胎土
灰色の硬い胎土
断面が赤褐色の硬い胎土 水沼産か
灰色でやや軟い胎土
黒色～橙色の軟い胎土 全体に摩耗著しい

言［言凸言豆喜9'二。他1 0

上半部欠損
鯨尺 相 当 か 腐食著しい

4005 刀子の柄 ‘) 50SE3 3層 6 7 2 . 8  1 6 
4006 扇子の骨 50SE3 3眉 1 2  4 I 7 0 4  
4007 ものさし 50SE3 3層 1 1  2 I 6 0 5  
4008 櫛 50SE3 3層 4 . 5  3 7 0 8  
4009 不 明 50SE3 3層 東 半 3 1  I 5 9  3 3 黒漆塗り 底面両端 に布付箔 取上げN0 . 1 5
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番号 器種 出 土位四
法塁 (cm)

その他最大長 最大幅 厚 さ
40 1 0  不 明 50SE3 3 屈 46 . 1  2 4  1 1 回 の上端部は欠損しており 、 本来はまだ続く 取上 げNO 9 
40 1 I 不明 50SE3 3荊 36 9 3 0  1 1 刀の形代か ？
40 1 2  笹塔婆 ？ 50SE3 3眉 7 0 I 3 0 1 文字は確認できない
40 1 3  宝塔 50SE3 3/爵 7 3 3 .4  2 8 宝塔の笠 、 半 分 に 欠損
40 14 曲物の底 50SE3 3陪 1 9  9 4 1 09 取上げNO 8 
40 1 5  箸 50SE3 3附 9.0 05 04 
40 1 6  箸 50SE3 3爵 9 1 0 . 5  0 4  
40 1 7  箸 50SE3 3屈 89 06 04 
40 1 8  箸 50SE3 3庖 1 4  0 0 7  0 5 
40 1 9  箸 50SE3 3屈 1 3  5 0 7  0 7 
4020 箸 50SE3 3Jf!i 1 5  3 0 5 0 5 
402 1 箸 50SE3 3陪 1 6  2 0 5 0 4  
4022 箸 50SE3 3肪 1 7  9 06 0 4  
4023 箸 50SE3 3同 1 8 .6 0 7 0 5 
4024 方形曲物 50SE3 3荊 25 6 4 1 0 5 折敷と思われる 綴 り の樹皮が残存
4025 折敷底板 50SE3 3陪 33 7 1 6  0 1 0 ス ク リ ー ン トー ン部分は炭化した部分 取上げN0.6
4026 方形曲物 50SE3 3荊 23 .7  6 3 0 3 折敷と思われる 綴 り の穴がある
4027 折敷底板 50SE3 3陪 束 半 26 4 5 l 0 4  取上 げNO I I  
4028 折敦底板 50SE3 3翔 27 9 2 5 0 3  釘穴あり
4029 折敷底板 50SE3 3恩 29 2 3 9  0 5 
4030 折敷底板 50SE3 3眉 30 9 3 2 0 .5  
403 1 折敷底板 50SE3 3屈 29 5 1 2  6 0 .5  板加工痕が顕著 取 上 げNO 17 
4032 折敷底板 50SE3 3階 33.3 1 4.0 08 取上 げNO 3 
4033 折敷底板 50SE3 3屈 東半 32 0 1 0  4 0 7 取上げNO l 4
4034 折敷 50SE3 3陪 3 1 . 2 1 7 l 、 1 縁の部分が残存
4035 折敷の緑 50SE3 3尼 21 9 l l 0 4  
4036 折敷の緑 50SE3 3尼 19 3 0 8  0 4  
4037 折敷の緑 50SE3 3厄 1 4  5 1 . 1  0 .5  
4038 折敷の緑 50SE3 3層 1 5  2 l I 0 4  
4039 折敷11)緑 50SE3 3屈 1 6  0 l 0 0 5 
4040 折敷の緑 50SE3 3屈 1 4  6 l 1 0 6 
404 1 墨書木片 50SE3 3陪 1 6  2 I 3 0 4  墨害のある木片 取上 げNO2 2  
4042 墨書木片 50SE3 3陪 1 8  9 2 0 0 5  箱 ？ の側板か 坐害がある 取上 げNO 2 1  
4043 墨書木片 50SE3 3層 8 7 2 2 04 坐書があ る
4044 墨書木片 50SE3 3陪 4.0  I 5 0 I 墨書がある 取上げN0.20
4045 墨書木片 50SE3 3屈 3 . 1 1 9 04 墨書がある
4046 墨書木片 50SE3 3尼 4 5  •) 5 04 挺書がある
4047 墨書木片 50SE3 3屈 1 1  7 0 8  0 3  坐書がある
4048 愚書木片 50SE3 3眉 1 0  8 2 0  0 3  墨書がある 取上げN0 1 9
4049 墨書木片 50SE3 3陪 9 7 2 I 0 1 墨書がある
4050 折敷底板 50SE3 3屈 29 2 6 .6  0 .4  提書がある
405 1 不 明 50SE3 3 屈 23 5 l 0 0 6  
4052 不 明 50SE3 3 庖 7 8 09 0 2 
4053 不明 50SE3 3屈 1 0 . 7  1 4 0 .6  
4054 不 明 50SE3 3 層 1 1  2 0 . 9  0 3 
4055 不 明 50SE3 3 層 1 0  7 0 9  0 6 
4056 不明 50SE3 3陪 26 8 I 6 1 0 図の上部 削っ て尖らせている
4057 不明 50SE3 3層 23 .6  2 7 1 9 杭か？ 取上 げNO 5 
4058 不 明 50SE3 3 陪 3 2  4 l 7 1 1 釘穴 ？ がある
4059 不 明 50SE3 3 層 4 1 . 5 1 . 9 09 
4060 不 明 50SE3 3府 1 5 .3  1 5 04 
406 1 不明 50SE3 3恩 14 7 2 1 0 6 
4062 不 明 50SE3 3陪 1 8.0 2 5 1 . 1  
4063 不 明 50SE3 3層 9 . 7  1 . 5 1 .  7 面取り している
4064 不 明 50SE3 3屈 1 0  5 1 5 06 
4065 不 明 50SE3 3屈 1 5  5 I 6 0 .8  
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番号 器 種 出 土位阻
法:!i'J: (cm)

そ の 他
最大長 最大幅 厚さ

4066 不明 50SE3 3層 1 3 . 6  I 4 0 . 3  
4067 不 明 50SE3 3 陪 1 4  4 I 8 0 2 
4068 不 明 50SE3 3 陪 3 1  0 2 9 0 9  
4069 不 明 50SE3 3 層 28.0 1 8 0 5 
4070 不 明 50SE3 3 眉 2 2  0 2 8 I 5 
407 1  不 明 50SE3 3屈 63 6 2 8  3 4  製材している 取上げNO 1 2  
4072 不 明 50SE3 3 層 1 2  5 2 3 0 8  
4073 不 明 50SE3 3層 1 0  5 2 . 0  0 8  取上げNO 1 
4074 不 明 50SE3 3層 1 3  8 l 9 0 5 
4075 不明 50SE3 3層 9 2 I 5 0 4  釘穴あ り
4076 不明 50SE3 3陪 9 3 5 4  0 . 5  
4077 不明 50SE3 3府 1 3  8 3 ,  7 0 .6  
4078 不 明 50SE3 3 層 1 5  l 4 0  0 7 取上 げNO 2 
4079 不明 50SE3 3層 20 0 3 3  0 .4  取上げN0.4
4080 不 明 50SE3 3屈 5 4  3 . 2  1 . 6  
408 1 不 明 50SE3 3 層 5 , 7  2 3 0 5  
4082 不 明 50SE3 3 層 3 8  4 . 3  0 . 4  
4083 不 明 50SE3 3 層 5 4  3.4 04 
4084 不 明 50SE3 3屈 8 2 3 9 0 2 取上げNO 1 8  
4085 不 明 50SE3 3層 42 2 .3  2 3 自 然の樹皮が残る
4086 不 明 50SE3 3層 1 5 . 9  1 8 0 5 端部が炭化している
4087 不 明 50SE3 3屈 14 I I 5 0 4  端部が炭化している
4088 不 明 50SE3 3 層 1 2 . 1  I 5 0 . 7  端部が炭化している
4089 不 明 50SE3 3 層 1 2 . 6  I .  I 0 5 端部が炭化している
4090 不 明 50SE3 3屈 9 3 I 7 04 端部が炭化している
409 1 方形皿物 37SE2 底面直上 16 1 7 3 0 3 綴 り の 樹皮が残る 取上げNO 1 2  
4092 部材 37SE2 埋土 109 8 1 0  5 7 5 腐 食 著 しい 取上げNO 1 
4093 部材 37SE2 埋土 1 07 4 1 1  l 7 . 2  取上 げNO 2 
4094 部材 37SE2 埋土 l 095 I I 0 7 7 加工痕顕著 取上げN0.3
4095 部 材 37SE2 埋土 88 5 6 6 4 5  他の部材よ り も小形 取上 げNO 7 
4096 部材 37SE2 埋土 1 1 1  9 I I  I 8 I 取上げNO4 
4097 部材 37SE2 埋土 1 1 1  0 1 1 .4  8 2 腐食著しい 取上げN0. 5
4098 部材 37SE2 埋土 1 1 1  6 1 0  8 7 6 図の上部 に え ぐ り あ り 取上 げNO 6 

番号 器 種 出 土位閻 そ の 他
500 1 柱状裔台 90-68 検 出 時 柱状高台かわらけの高台部 橙色を呈する 底面回転糸切
5002 土製脚 37SE2 2層 火鉢 、 手あぶり の脚か 本体から剥落している
5003 大型土器 93-66 検 出 時 火鉢、 手あぶり の類か 手づく ねかわら け と 同 じ胎土
5004 羽 口 90-68 検 出 時 羽 口 の先端部 1 2C の も のかどうかは不明
5005 羽 口 93-69 検 出 時 1 2C の ものかどうかは不明
5006 羽 口 9 1 -67 検 出 時 1 2Cのものかどうかは不明
5007 羽 口 溝断面⑦ (92-68) 溝 に は迫構名を付して い な い 1 2Cの可能性が高い
5008 砥石 42S01 埋土 (86-67) 4 面使用 1 2Cのものかは不明
5009 ガラス玉 93-67 検 出 時 1 2Cの ものかどうかは不明 確実 に ガ ラ ス 製か否か未同定
50 1 0  碁 石 ？ 37SE2 2層 白 色の 石 1 2Cの可能性が高い
501 1 碁 石 ？ 50SK1 埋土 白 色の 石 1 2Cの可能性が高い
50 1 2  提子の金具 90-67 検 出 時 銅 製 品 提子の片口 部に付つ金具 1 2Cのもの
50 1 3  印章 50SE3 3層 銅製品 印面に 「磐前村印」 と あ る

番号 器種 出 土位置
法困 (cm)

胎土 釉薬 • 絵付 製作地 製作年代 そ の 他
口 径 底径 高 さ

600 1 磁器皿 88-68 検 出 時 40 (2 I )  灰色 染付 肥前 1 7C前半 6002と同 じ文様
6002 磁器皿 42SD l 埋土 (86-87) ( I  2)  灰色 染付 肥前 1 7C前半
6003 磁器碗 86-69 検 出 時 ( 3  0) 白 色 染付 肥前 1690-1 780年
6004 磁器碗 85-69 検 出 時 1 0  6 (4 9)  白 色 染付 肥前 1690-1 780年
6005 陶器碗 93-64 表 採 (3 I )  淡黄色 透明釉 肥前 1 8C前
6006 磁器碗 9 1 -67 検 出 時 4 0  (3 .2 )  白 色 染付 肥前 1690- 1780年 外底面に 「大明年製」
6007 陶器碗 86-69 検 出 時 (3 2 )  灰 色 褐釉 、 黄灰釉 瀬戸 ・ 美戦 18C前半 尾 呂 茶碗
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第w章 ま と め

l. 遺構

(l) 1 2 世紀の検出遺構

今回 の50次調査区においては、 重複関係、 軸 方向 から12世紀の遺構が4 時期に分けられる。 1 期→ 11 期

→皿期古→m期新 である。 1II 期については新 、 古どち らに所属するか判 らないも の、 両方 にまたがっている

と 判断される遺構は単 に皿期 の所属と する。

I 期 概ね N - 17°
- E の軸 方向

塀 50S A 2 、 50S A 13 、 建物 50S B 6 、 50S B  10、 50S B 19 

井戸 50S E 3も I 期所属の可能性 があるが、 確定できない。

II 期 塀、 溝はN - 3°
- E の軸 方向 、 建物は概ね N - 19 ° - E  

塀 50S A 5、 50S A 7 溝 50S D 8  建物 50S B 5 、 50S B 8 、 50S B 9 

塀、 溝と 建物の軸 方向 が異 なるのが問題 点と いえ る。

皿期 新、 古に分けられる。 軸 方向 は概ねN - 11° - E 

III 期古 塀 50S A 6 、 50S A 8 建物 50S B 4 、 50S B 17 

III 期新 建物 50S B 3、 50S B 16 井戸 3 7S E 2 

皿 期（新、 古どちらか不期のもの、 または新、古両方に またがるもの） 塀 50SA 1 、 50SA 10、 50SA 12 建物 50SB7 、 50S8 18

(2) 1 2 世紀の遺構に ついての課題

今 次調査区 では12世紀の遺構は4 時期の変遷 に分けられる。 しかし現段階 ではこの変遷 と ⑱埋 文 セン

夕 ー の報告書で示された、 堀 内部地区の中心建物群の変遷 と はすり合わせ をおこなっていない。 これについ

ては直接重複する遺構が少 なく
＇

、 切 り合い関係から判断するのは難 しい状態 である。 唯一 、 今 回のIII 期古に

属する50S B 4 が中心建物群の28 S B  4 (4 2 S B  1) と 重複し、 50S B 4 が新 しいこと が判 っている。 ま

た中心建物群は重複するどの建物も 軸 方向 は正 方位 であり、 今 次調査区 のように、 様々 な角 度を示してはい

ない。 このように軸 方向 から遺構の同時性 を判断するのも 難 しい状況 である。 よって、 ここでは中心建物群

と 今 次調査区 の遺構についての変遷 のすり合わせ はおこなわず 、 平成12年度以降 の調査で得 られる成果に

期待 し、 それらと 合わせ た全 体の遺構変遷 を示したい。

また今 次のII 期に属する塀50S A 5 は、 以 前の調査で検出されているL 字 形の塀23 S A 1 の東辺 の北側

の延 長線 上にある。 材 の並 び方 も 共通しており、 両者は同一 の塀の可能性 が指摘 できる。 この塀の存在 から、

堀 内部地区 をさらに囲画する、 軸 方向 がほ ぼ正 方位 の約 120m 四 方 の塀の存在 が想 定される。 この想 定の塀

の北辺 、 西 辺 は現在 まだ未 検出であり、 その実証 には今後の調査での検出が必要 と なる。

また上の囲画する塀と は別 に、 軸 方向 がN - 11
° - E の塀50S A 1 が、 西 側に長く伸びること が以 前の調

査の図 面 から判断できた。 この長さは今 回検出分も 合わせ て約 60m 分にも 及ぶ。 この50S A 1 を北辺 と し、

また今 回 検出の50S A l O 、 50S A l 2を東辺 と し、 軸 方向 がN - 11
° - E の塀で、 堀 内部地区 を方 形に囲画し
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ている可能性 がある。 この塀の存在 の実証 も上と同様に今後の調査での検 出が必要である。

(3) 近世の遺構

今次の調査区 では藩政 時代の「平泉 御蔵場」 に関連する遺構が検 出された。 「御蔵場」と は年貢米 を納入

し集積 、 出荷 する施設である。

建 物は5 0S B 1 、 50S B 2 、 5 0S B 11、 5 0S B 12 、 5 0S B 1 3 、 5 0S B 14 、 5 0S B  15が属する。

溝は42S D 1 が「平泉 御蔵場」 に属する。 42 S D  12 、 5 0S D 2 、 50S D 3、 5 0S D 4、 5 0S D 5 、

5 0S D 6 、 50S D 7 は近 世以降 の所属であるが「平泉 御蔵場」 に属する遺構か判断できない。 近 代の所属

の可能性 もある。

2. 遺物

出土遺物の多くは12世紀のものである。 特筆 すべ き追 物には銅印 「磐 前村印」（掲 載番号5 013 ) と、 ほ

ぼ完 形の漆 の染 みた布 の付着 する白 磁四耳壺 （掲 載番号2008) がある。

銅印 は国立歴 史民俗博物館の永嶋正春 教授に自 然科 学的分析 を依頼 しており 現在 分析 中である。 その結果

については今後の柳之御所遺跡関係の刊 行物に掲 載したい。

なお銅印 の印面 は文字 の彫 り 込 みが浅 く、 写真などで見ると、 かなり 磨耗 しているような印 象を受ける。

しかし実際 に実物を観察すると 、 ほ とん ど印面 の磨耗 が無いことが看取 される（斎藤 、 羽柴の観察） 。 今後

この印章の議論 の中で、 使用の頻 度の点から「磨耗 度」 が問 題になろ うから、 この点を記述しておく。

白 磁四 耳 壺 は、 ほ ぼ完 形であるということに加 え 、 漆 の染 みた布 の付着 の意味 が注目される。 だが、 現在

こ の意味 についてはっきり した答え を見つけかね ている状況である。 今後広く、 美術工芸 の分野などから事

例 を調べ る必要がある。 また布 、 漆 の自 然科 学的分析 を行う必要もある。

また木製品では、 折敷 にある墨 書の内容が未 解読 でこれも課題として残 っている。 そして、 特異 な漆塗 り

の木製品 （掲 載番号4009) 、 刻 み目のある棒 状製品 （掲 載番号4010) の用途 、 製品名の解明も課題である。

提 子の金具（掲 載番号5 012) は平泉 遺跡群では志羅山追 跡21次、 66次調査に続く3例 目の事例 である。

宴 会儀礼 の具体的な姿 を復元 する上で重 要な資料といえ る。

12世紀の遺物の他 に1 6世紀、 近 世の遺物が少 量ではあるが出土している。 12世紀以外 の遺構の所属の時

期を決定 するためには欠 く こと のできない遺物である。 12世紀の遺構構成を知 るためには、 12世紀以外 の

追 構を抽 出する必要があるのである。 今後も12世紀以外 の遺物についても注目していく必要がある。

本書は柳之御所遺跡第5 0次調査についての概要を示した「概報」 である。 今後の調査の進 展、 研究の深

化によって、 本書に記された内容に訂正 が必要とされる部分が生 じ る可能性 も高 い。 「第N章 まと め」 に

示した課題も含 め、 第1 次3 ヵ年計 画の終了 以後に刊 行予定 の本報告において、 訂正 、 課題について対応 し

たし） 。
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ー、 出土銅印

l . 釈文

「磐 村

前 印」

2 . 保存状態

第V章 付編

岩手県平泉町柳之御所遺跡 出 土銅印

国立歴史民俗博物館

平川 南

保存状態 はきわめて良好 で、 銅 色の輝 きは出土後に若干失 われているが、 現状 でも 部分 的に光 沢 をとどめ

ている。

3 . 印の特徴

(l)印面の法量

本印 は、 縦 4.7cm 、 横 4.7cm 、 高 さ3 .7cm 、 重 量167. 4g 。 従来知 られている古代印 に関していえ ば 、 榔

印 の法量約3 .3cm よりも 郡印 の平均 的数値 に近 い。

(2)印面の形状

本印 は、 8 ~ 9 世紀代の四 隅 の鋭 い正 方 形の印面 ではなく 、 やや隅 丸 の方 形である。 さらに本印 の印面 は

明瞭 な反 りが認められ、 外郭 が印 文 よりやや低 く なっている。

(3)彫 り 方

印面 の文字 の彫 り方 はきわめて 浅 く 、 鋳 出後にタ ガネ 工具で部分 的に字 画の切 れ目 を補った り、 底部をさ

らっており、 字 画の断面 が逆 U 字 形を呈 する。 一 方 、 8 ~9 世紀代の出土印 は、 彫 りが深 く 、 字 画の断面 が

逆 V字 形となっている。

(4)紐の形状

本印 の紐 は弧紐無孔 である。 8 ~ 9 世紀代の現存印 によるかぎ り、 弧鉦無孔 は公印 （倉印 ・ 郡印 ・ 軍 団印

など） に共通し、 私印 は原則 として苔紐有孔 である。 郷印 は苔紐有孔 であり、 いわば私印 の範疇 に位 置づ け

られている。

参考までに、 伝 世印 である宮城 県七 ヶ 浜 町鼻節神社 蔵「国府厨印」 は、 縦 4. 1cm 、 横 4.1cm 、 高 さ3 .9cm 、

重 量12 4. 2 g である。 紐 の形状 （弧紐無孔） は、 現在知 られている古代印 のなかで、 「磐 前村印」 に最 も近

似 している。

(5)字体

本印 の字 体は楷 書 体である。 一般 に、 郡印 は8 世紀後半 の一 時期に楷 書 体の郡印 がつく られるも のの、 平

安期のも のは中央 の八省印 や各 国印 と同 じ策 書 体であり（郡印 の字 体の変遷 については拙稿「古代郡印論」

『 国立歴史民俗博物館研究報告』 第79 集、 1999 年参照 ） 、 公印 は築 書 体が基本であった と考え られる。 こ れ

に対して、 郷印 を含 む私印 は一般 に楷 書 体であり、 その点 からすると私印 的な要素 が強 い。

た だし郡印 にも 例 外があり、 正暦 2 (99 1) 年の文 書に押印 された「添 上郡印」 は楷 書 体である。 こ の楷 書

体は、 8 世紀半 ば につく られる楷 書 体の郡印 とは明らかに異 なり、 印影 をみる限 り筆 画に全く 勢 いがなく 、

線質 は太 く 平板 である。 本印 の字 体も 太 く 平板 であり、 その点 で「添 上郡印J と共通した特徴 をも っている。
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(6)鋳造技術

本銅印 は現段階 ではX線透過撮影 を実施していないが、 「磐 前村印 」の見かけの密 度は7. 99 =c 8 . 0g /cm3

である。

これまでの全国各 地の出土印 ・ 伝世印 の永嶋正春 氏によ る分析 結果は、 古代印 はほ ば 7 . 0g /cm3 前後、 近

世印 はほ ぼ 8 .5g/cm3 前後という大きな傾向 を示している。

この密 度の相違 は、 鋳 造技術 の差 を端 的に示唆 している。 古代印 と想 定される銅印 は、 X線透過撮影 によ

ると、 全面 に平均 的な慇 （ス） がみられるのに対して、 近世印 はそ の傾向 を見い出すことはできない。 この

銅印 全体に細 かな慇 が入 る鋳 造技術 が、 古代印 の密 度をおおむね7 . 0g /cm3台 にしており、 そ の重量 を軽 く

仕上 げ ているとみられている。 一 方 、 近世印 は慇 が全面 的に認められず 、 そ のために資料密 度は8 .5g/cm3

台 を示し、 ず っしりした重量感 があるのである。 〔永嶋正春 「非破壊手法によ る鋼印 の科 学的研究」 『 国立歴

史民俗博物館研究報告』 79 集 1999 年］

結局、 本銅印 は、 そ の鋳 造技術 の面 から判 断 すると、 古代印 と近世印 の中間的位 置、 または若干近世 に傾

斜 しているともとらえ られるであろ う。 この点は銅印 の技術 史的変遷 の上で、 きわめて注 目すべ き資料とい

え る。

ま と め

本印 「磐 前村印」 は、 現段階 では、 日 本古代印 のなかで村印 として初めての例 である。 本村印 は、 郷 印 に

比 して、 ー まわり大きい。 法量 の点からいえ ば 、 郡印 の平均 的数値 に近 いのである。

紐 の形状においても、 郷 印 がすべ て苔紐有孔 であるのにく らべ 、 郡印 は「児湯郡印」 の変 形紐 を除 けば、

出土印 「 山邊郡印 」のよ うに弧紐無孔 であり、 この点でも本印 は郡印 などの公印 に近 い。

ところ で、 こ うした古代印 の法量 · 形状およ び字 体などに関する規制 は、 律令制下の文 書行政 に伴 うもの

であった。 こうした律令 文 書行政 が変 容した10世 紀以降 、 国印 ・郡 印 などの印 影 によ る字 体と印 面 の大き

さなどをみる限 り、 大きく 変化し、 次第にそ の識別基準が厳密 さをなく していく のではないかと推測できる。

しかし、 そ れを決 定できる実物資料がこれまで現存していなかった。 すなわち 、 古代印 の変遷 をみるため

には、 10世 紀以降 の実物資料に関する紐 の形状や印 文 の彫 り方 そ して鋳 造技術 全体に及ぶ 観察が不可欠 な

条件 である。 本銅印 は、 12世 紀後半という明確な年代を有 している出上 資料だけに、 そ の意義 ははかりし

れない。

また法量 の点で、 郷印 を上 回り、 郡印相 当であり、 紐 の形 状も私印特有 の苔紐有孔 ではなく 、 倉印 ・ 郡印

などに見られる公印特有 の弧紐無孔 である。 つまり、 8 ·9 世 紀代の公印 を意識 した形状になっている。

一 方 、 字 体やそ の鋳 造技術 の点では、 明らかに8 ~ 9 世 紀代の出土印 と異 なる。 字 体は楷 書 体であり、 彫

り方 は浅 く 、 字 画の線 が太 く 、 8 世 紀代の鋭 い字 画とは異 なっている。 しかも鋳 造技術 の点で、 8 ~9 世 紀

代の古代印特有 の印 全体にわたる細 かな骸 を認めることができず 、 重量 と密 度はむしろ近世印 に若干傾斜 し

ているといえ る。 これまでの研究では、 8 ~ 9 世 紀代の出土印 と近世印 との比較 で、 そ の差 を論 じてきた。

しかし、 今回、 12世 紀後半の出土印 が登 場したことによ り 、 鋳 造技術 は古代末に変質 を遂 げ 、 そ れ以 降 、

そ の技術 が近世 印 に継承 されていったのではないかという見通しを得ることができた。

現段階 ではまだ、 分析デー タ 数が少 なぐ性急な結論 を下すことは慎 まねば ならないが、 一 定の傾 向 を見通

すことは十 分に意義 がある。 したがって、 上 記のよ うな傾向 を現段階 では指摘 しておく こととする。

以上 のよ うに、 「磐 前村印」 はあらゆ る意味 において、 古代印 の終焉 を象徴 する貴 重 な資料といえ る。
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二、 「村」 と地名 「磐前」

印 の釈 文 「磐 前村印」 は訓 み 「 いわさきのむらのいん」、 磐 前は 、 石崎・ 岩崎などの表記と通じるであろ

う。

古代における村については 、 一般 的に次のように述べ られている。

まず 、 律令 期の村については 、 山田英雄氏が、 「村は郷 とは別個 の考え 方 に基づく区画であって、 人口 の

数 によるものであるよりは 、 開拓 された地域 を主 体にし、 その地域 がひ とつのまとまりをもっているならば 、

既存の行政 区画には こだわらない性格を有 している」 と指摘 している （「律令 成立 期の地方問 題」 r 古代の日

本』 9 、 1976年） 。

つぎ に王朝 国家 期の村については 、 斉藤 利男 氏によ れば 、 11世紀前半に 『 和名類衆抄 』郷 が解 体し、 郡

の内部は一般 に「村」 で構成されるよ うになるが、 この「村」 は 中世の村には連続せ ず 、 12 世紀に再度解

体して新 たな村 （ こ れが中世の村） を分 出 する過渡 的なものだったとされる。

また、 村は 中世村落 とは異 なり、 10世紀王朝 国家 の村落 共 同 体の特 質 を基本的な点で残 した解 体期の古

代村落 と評価 したほ うがよ いという ( 「 11~ 12 世紀の郡 司 ·刀禰 と国術支配」「日本史研究』2 05号、 1979

年 9 月号） 。

「磐 前村印」 の「磐 前」 という地名は 、 次のように推測 される。

平泉柳之御所遺跡出土の折敷墨 書（平成2 年度、 第2 8 次調査） は 、 人々 に給与 されることになった絹織

物のリ スト を書き留 めた日記であると報告されている。 その人名のなかに「石崎次郎殿」 という地名を冠 し

た人物がみえ る。

入 間田宣夫 氏は 「石崎次郎殿」「石 川三 郎殿」「石 川太 郎殿」 などが、 奥六郡 〔伊 沢 （胆沢 ） ・ 和賀 ・ 江

剌 · 稗抜 （稗貫 ） ・志波 （紫波 ） ・ 岩井 （磐井 ） 〕 の地名を名乗 る根本被 官（家 人） 層 であったと推定 して

いる。 石崎は 、 伊 （胆 ） 沢郡内 のうち 、 建武 年間の文 書に、 金色堂御読 経 田五段 の在所 と記されていた （ 奥

州平泉文 書79) （ 「平 泉柳之御所遺跡出土の折敷墨 書を読 む」⑮ 岩手県文化振興事業団埋蔵 文化財センタ ー

「紀要』X I （ 平成2 年 度） 199 1年、 「 平泉柳之御所遺跡出 土の折敷墨 書を読 む（続） 」 同 センタ ー 『 紀要』

XVN （平 成8 年度） 1997 年） 。 ’

三、 全体の意義

① 本銅印 「磐 前村印」 は 、 日 本古代印 のなかで村印 として初めての例 である。

② その特徴 は 公印 と 私印両 方 の要素 をあわせ もっている。 古代印 はあくまでも律令 国家 の文 書行政 にとも

なってその存在 意義 を有 したものである。 10世紀以降 の古代印 は 形式化し、 それ以 前の公印 のなかの国

印 ・ 郡印 との間の厳密 な区分 や、 公印 と私印 との識別基準もしだいに失 われていったと想 定 できる。 12

世紀後半という明確な年代をもつ本銅印 は 上記の特徴 をよく表している。

③ 鋳 造技術 の面 からいっても、 こ れまで8 ~ 9 世紀代の古代印 と近世印 の分析 デー タ の知 られるなかで、

本銅印 が両 者の中間的位 置を示す点が注目 される。

奥州藤原氏三 代によって築 かれた平泉は 、 あらゆ る面 で古代国家 の政 治 体制 および京の文化を積極 的に受

容したとされている。 古代印 は いわば 古代国家 の最 も象徴 的存在 であった。 その意味 におい て奥州藤原氏が

支配下の奥六郡 内の地域 名の銅印 を作 成したことは きわめて象徴 的な施策 と評価 できるであろ う。

〔付記） まだ、 出土後まもない段階 であり全体にわたる詳細 な観察と分析 を終 え ていないので、 小稿は あく

までも一応 の見通しを述べ た中間報告であることをお断りしておきたい。
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表 1 郡 印 の 印 面 法 量 （ 縦 x 横 ）

印 文 文 書 名 文 書 の 年 代 西暦 文 書 出 典 印面 籠
( mm )  ( mm )  

宇治罪印 山背国宇治郡加美郷家地売買券 天平20年 8 月 26 日 748 大古 3 -1 12~113 方形 49 48 

阿拝之印 伊賀 国阿拝郡柘植郷墾日売買券 天平勝宝 3 年 4 月 12 B 751 大古 3 - 500-501 り’ 42 42 

坂井罪印 越前目坂井器司解 天平宝字 2 年正月 12 日 758 大古 4 -257-258 ク 54 51 

宇治骨卿 矢日部造麻呂家地売券 ク 5 年11月 2 日 761 大古15- 127-129 ク 45 44 

十市器印 大和国十市郡池上郷家地売買券 り’ 5 年1 1 月 27 且 761 大古 4 -520-522 八角 43 42 

山日罪印 山 日郡弘福寺日校出注文 /1 7 年10月 29 日 763 大古 5 -459-461 方形 47 44 

足羽器印 越崩目足羽罪司解 天平神護 2 年 9 月 19 日 766 大古 5 - 543-544 I; 49 49 

津裔罪印 備前国津高郡菟垣村常地畠売券 宝亀 5 年11 月 23 日 774 大古 6 - 577 ク

愛智罪印 近江国八木郷墾田売券 延暦15年11月 2 日 796 平 1 -16  ク 45 45 

昴賀罪印 紀伊目那賀郡司解 承和12年 2 月 5 日 845 平 1 -79 /1 49 49 

伊者闘卿 紀伊目在日昴司解 仁寿 4 年 6 月 7 B 854 平 1 - 1 15 /1 41-42 4 1-42 

名草罪印カ 紀伊目直） I I揺墾日売券 貞観 3 年 2 月 25 日 861 平 1 - 130 11 46 46 

添下謡印 大和国矢日郷長解 元慶 3 年 5 月 27 日 879 平 1 - 173 /1 42 42 

設上翡印 東大寺上座慶賛愁状 延喜11年 4 月 11 日 9 1 1  平 1 -206 ク 38 43 

裔草罪印 因幡目東大寺領高庭荘坪付 天慶 3 年 9 月 2 日 940 平 1 -251 ク 46 45 

足羽罪印 越前目足羽罪庁履 天暦 5 年10月 23 日 951 平 1 -263 ク 46 45 

紀伊罪印 怯勝院領 甘 録 安和 2 年 7 月 8 日 969 平 2 -302 1/ 46 45 

平詳罪印 法隆寺僧某家地売券 正暦 2 年10月 23 日 991 平 2 -352 り’ 41 43 

添上君卿 大和 目添上罪牒 正暦 2 年 3 月 14 日 991 平 2 -349 ク 49 48 

答志罪印 石部松春畠地等売券 天喜 2 年10月 28 B 1054 平10-4934 円形 径45

可児罪印 大宰大飢藤原経平宅解 承暦 2 年12月 22 日 1078 平 3 - 1160 方形 43 41 

表2 郷 印 の 印 面 法 量 （ 縦 x 横 ）

印 文 現 所 在 印面 縦
( mm )  

横
( mm )  

伊保郷印 豊 田市郷土資料館 方形 33 33 

余戸郷印 印 影一個 人 方形 32 32 

次 田郷印 天理大学付属 図書館 方形 34 34 
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苧 良

資 料 名 称 「 次 田 郷 印 」 I 残 存 形 態 I 伝 世 I 資 料 番 号 I I 5 6 
古 印 の 状 態 完 存 l 卸暉

出 土遺 跡

出 土遣 構 I m1/)年lt | 
伝 来 の 経 緯 加 藤 千 蔭 の 蒐 集 印 を 、 の ち に 根 岸 武 香 か 入 手 。 「 根 岸 武 香 珍 蔵 」 と 漆 描 き し た 箱

内 に 用 箋 か あ り 、 も と は 「 御 笠 郡 印 」 と 共 に 大 安 寺 内 の 菅 原 天 満 宮 に 納 め ら れ て
い た と の 由 来 を 記 す 。 1 9 6 7 年 頃 、 村 口 四 郎氏 の 書 籍 類 と 共 に 購 入 し た か 。

現 所 在 名 称 （ 氏 名 ） 天 理 大 学 附 属 図 書 館
（ 寄 託 を 含 む ）

原 所 在 名 称 （ 氏 名 ）

法 量 現 存 高 3 4  mm 印 側 高 mm 重 量 6 3. 9 I g 
印 面 縦 3 4  mm X 横 3 4  mm 〈方伽場合）

長 径 mm x 短 径 mm （月他 ， 翻い場合）

9羽、
足形 状 ・ 形 態 紐 の 形 状 苓 紐 有 孔

印 面 の 形 状 方 形
印 顆 陽 刻
輪 郭 有 郭

\, -�、材 質 青 銅
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山 邊 郡 印

図 3 郡 印 〔 出 土 ・ 伝 世 資 料 〕 の 印 影

［
資料 は以下、 すべて 「国立歴史民俗博物館研究報告j
第79集 一 日 本古代印の基礎的研究 ， 1 999年 ， よ り 引 用 。 〕
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愛 矢口

資 料 名 称 「 伊 保 郷 印 」 ① I 残 存 形 態 I 伝 世 I 資 料 番 号 I I I  I 

古 印 の 状 態 完 存 I 阻靭証

出 土遺 跡

出士 遺 構 l翡等0)年lt I 
伝 来 の 経 緯 元 は 個 人 蔵 で あ っ た つ 1 9 7 1 年 3 月 1 日 、 豊 田 市 の 市 制 20 周 年 に 当 た り 同 市 に 寄 贈

さ れ て 今 に 至 る 。

現 所 在 名 称 （ 氏 名 ） 豊 田 市 郷 土 資 料 館

（ 寄 託 を 含 む ）

原 所 在 名 称 （ 氏 名 ）
法 量 現 存 高 3 4  mm 印 側 高 1 - 5  mm 重 量 5 8. 4 g 

印 面 縦 3 3  mm X 横 3 3  mm （方靭場合）

長 径 mm X 短 径 mm （月易 · 翻籾陽合〉

屈印形 状 ・ 形 態 紐 の 形 状 苓 紐 有 孔

印 面 の 形 状 方 形

印 顆 陽 刻

が呈輪 郭 有 郭
材 質 育 銅

資 料 名 称 〈 印 影 〉 「 余 戸 郷 印 」 I 残 存 形 態 I 伝 世 I 資 料 番 号 | l "
古 印 の 状 態 1 翡雌汎

出 土 遺 跡

出 土遺構 I 直柑等0)年it I 
伝 来 の 経 緯 明 治 期 に 慧 日 寺 か ら 古 物 商 へ 流 出 し た 古 印 四 点 を 個 人 が 購 入 し 、 安 田 善 次 郎 氏

（． 安 田 財 閥 創 設 者 ） に 献 呈 、 安 田 文 庫 （ 現 在 は 存 在 せ す ） に 収 蔵 さ れ た ＾ 戦 後 、
所 在 不 明 。 現 在 、 会 津 若 松 市 在 住 の 個 人 が 印 影 の み 所 蔵 っ

現 所 在 名 称 （． 氏 名 ） 〈 印 影 〉 個 人

（ 寄 託 を 含 む ）

原 所 在 名 称 （ 氏 名 ） 慧 日 寺

法 量 現 存 高 mm 印 側 高 mm 重 量 g 
印 面 縦 3 2  mm x 横 3 2  mm （方馴場合）

長 径 mm )く 短 径 mm (fll杉 · 翻屈0)陽合） —•呵
形 状 ・ 形 態 紐 の 形 状

門注
＾ 

印 面 の 形 状 方 形 / ート
印 顆 陽 刻 -
輪 郭 有 郭
材 質 --^ 
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伊 保 郷 印

〔 『豊 田の文化財』 1 985 年， 豊 田市教育委員会〕
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「
国
府」
側

「国府厨印」 宮城県七ケ浜町 鼻節神社蔵

縦41 X 横 41 X 高 さ 39mm
重量 124 . 1515 g 

永嶋正春 「非破壊手法 に よ る 銅印 の科学的研究」
r国立歴史民俗博物館研究報告79集
日 本古代印の基礎的研究』 1 999年
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50 S E 3 完掘 ( N →) 50 S E 3 完掘 ( E →)

50 S E 3 断面 （上位） 50 S E 3 断面 （中位）

50 S E 3 断 面 （下位） 白 磁 四耳壺 出 土状 況

白 磁 四 耳 壺 出 土状況 白 磁四 耳 壺 出 土状 況

写 真 図 版5 5 0 S E 3 ①  
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白 磁 四耳壺 出 土状況 印 章 出 土状況

印 章 出 土状況 墨書 出 土状況
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遺 物 出 土状況
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囁闘霞晨＇
遺 物 出 土状況
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写 真 図 版 7 5 0 S E 3 ③  
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50 S K 1 断 面 50 S K 1 完 掘
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写真図版8 50SK 1 ~3、 50SA 1
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写 真 図 版 9 5 0 S A 1 ~ 5 
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50 S A 5 検 出 50 S A 6 検 出

50 S A 7 材痕跡 50 S A 7  材痕跡

50 S A 8 材痕跡 50 S A 8 材痕跡

写 真 図 版 1 0 5 0 S A 5 ~ 8  
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50 S  D 8  かわ ら け 集中 （ 東）

50 S  D 8  完掘 (W→)

92- 68 グ リ ッ ド 内溝断面

42 S D  1 2  断面

写真図版 1 3

50 S D 8  かわ ら け 集中 （西

50 S  D 8  完掘 ( E →)
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調査 区 よ り 南方 を 望 む
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写 真 図 版 1 4 か わ ら け ① ( 1 - 3 5 ) S ＝ 約 1 / 3
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写 真 図 版 l 5 か わ ら け ② ( 3 6 ~ 7 1 ) S ＝ 約 1 / 3
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写 真 図 版 l 6 か わ ら け ③ ( 7 2 - 1 1 1 ) S ＝ 約 1 / 3

-9 8  -

75 

I O I  



，，•' 

143 

写 真 図 版 l 7 か わ ら け ④ ( l 1 2 � 1 4 9 )  S ＝ 約 1 / 3
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写 真 図 版 2 1 国 産 陶 器 ② ( l 0 3 4 ~  l 0 7 0 )  
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写真図版26 中国産陶磁器① （白磁四耳壺 2008) 
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写真図版27 中国産陶磁器② (200 1 �20 1 8) S ＝ 約 1 / 3
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写 真 図 版 2 8 中 国 産 陶 磁 器 ③ ( 20 l 9 - 2035) S ＝ 約 1 / 3
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写 真 図 版 2 9 瓦 ( 3 0 0 l - 3 0 0 8 )  S ＝ 約 1 / 3
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写 真 図 版 3 0 木 製 品 ① ( 4 0 0 l - 4 0 0 8 )  S ＝ 約 1 / 3
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写 真 図 版 3 1 木 製 品 ② ( 4 0 0 9 ~ 40 2 3 ) S ＝ 約 1 / 3
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写 真 図 版 3 2 木 製 品 ③ ( 402 4 - 40 2 8 ) S ＝ 約 1 / 3

- 1 1 4 -



4029 

4030 

4031 

4032 
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報 告 書 抄 録

ふ り が な ひ ら いずみいせ き ぐ ん やな ぎ の こ し よ いせ き

書 名 平泉遺 跡群発掘調査報告書 柳之御所遺 跡

副 書 名 第5 0次発掘調査概報

巻 次

シ リ ー ズ 名 岩手県文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番号 第107 集

編 著 者 名 斎藤邦雄 羽柴直人

編 集 機 関 岩手県教育 委員会

所 在 地 岩手県盛岡市内丸 10- 1 

発 行 年月 日 2000年3月 31日

ふ り が な ふ り が な コ ド
北 緯 東 経 調査期間 調査面 積m' 調 査 原 因

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村 遺 跡番 号

や な ぎ の こ し ょ い せ き いわてけんにし 0 3 4 0 2  38 度 14 1 度 第 5 0 次 1,800 史跡整備にむ
柳 之 御 所遺 跡 岩手 県西 59 分 7 分 199905 13 けた内容確認

いわいぐんひら 28 秒 35 秒 s 調査
磐 井郡 平 1999 103 1 
いずみちょうひら

泉町平泉
いずみあざやなぎ

字 柳之御 . 』
のこしょ

所126-34
ほ か

所収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

柳 之 御 所遺 跡 奥州藤 原 12世 紀 掘立柱 建物跡 12 棟 かわらけ ． 漆布 に覆 われた白
氏に関連 塀跡等 1 3基 国産陶器（渥 美 ・ 磁四耳壺
する居館 溝跡 1条 常 滑 他 ） ・ 「磐 前村印」 と刻
跡 土坑 3基 中国産陶磁器 印 された銅印

井戸 状遺 構 3基 金属製品（提 子の ・ 墨 書資料8 点
土器集中区 1基 金具・ 銅印 ）

各種 木製品（櫛 ．
下駄 ・ 物差 し ・ 糸
巻 他 ）

近世 以 降 溝跡 9条
掘立柱 建物跡 7 棟

時期不 詳 掘立柱建物跡 9棟以上
柱 列 8条

-1 2 3 -
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